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一　

問
題
の
所
在

　

一
三
世
紀
前
半
の
イ
ベ
リ
ア
半
島
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
諸
国
家
に
よ

る
ア
ン
ダ
ル
ス
の
征
服
・
入
植
活
動
が
大
規
模
に
展
開
す
る
な
か
で
、

征
服
地
の
分
配
内
容
を
網
羅
的
か
つ
系
統
的
に
ま
と
め
た
、
一
般
に

「
分
配
記
録
」（Llibre del R

epartim
ent

）と
呼
ば
れ
る
台
帳
系
史
料
が
、

南
部
諸
地
域
を
中
心
に
作
成
・
編
纂
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
な
か
で
も
、
本
稿

で
対
象
と
す
る
『
マ
リ
ョ
ル
カ
分
配
記
録
』（Llibre del R

epartim
ent 

de M
allorca

）
は
、
ア
ラ
ゴ
ン
連
合
王
国
国
王
ジ
ャ
ウ
マ
一
世
に
よ
る

一
二
二
九
年
の
征
服
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
マ
リ
ョ
ル
カ
が
キ
リ
ス
ト

教
徒
の
支
配
下
へ
と
編
入
さ
れ
る
と
同
時
に
作
成
・
編
纂
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
少
な
く
と
も
現
存
す
る
か
ぎ
り
で
は
最
も
早
期
の
「
分
配
記

録
」
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。

　

通
常
、
征
服
直
後
に
編
ま
れ
る
「
分
配
記
録
」
に
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム

一
三
世
紀
『
マ
リ
ョ
ル
カ
分
配
記
録
』
の
生
成

―
財
産
目
録
の
複
合
性
と
象
徴
性

―

久　
　

納　
　

早　
　

智

期
の
農
村
集
落
に
相
当
す
る
ア
ル
ケ
リ
ア
（alquería

）
と
、
私
有
地

と
想
定
さ
れ
る
ラ
ハ
ル
（rahal

）
が
膨
大
に
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
か
ね
て
征
服
前
夜
の
空
間
編
成
を
再
構
成
す
る
た
め
の
恰
好
の
材

料
と
し
て
遡
及
的
に
利
用
さ
れ
、
征
服
に
よ
る
既
存
の
社
会
構
造
の
変

化
を
め
ぐ
る
議
論
に
お
い
て
、
き
わ
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き

た
。
マ
リ
ョ
ル
カ
の
場
合
、
そ
こ
に
登
場
す
る
領
域
呼
称
や
地
名
の
語

源
、
現
在
地
と
の
同
定
を
め
ぐ
っ
て
は
、
と
く
に
ル
サ
リ
ョ
伯
ヌ
ノ
・

サ
ン
ス
に
分
与
さ
れ
た
財
産
の
網
羅
的
記
録
で
あ
る
『
ラ
メ
ン
ブ
ラ
ン

サ
』（R

em
enbranç

（
（
（a

）
や
、
土
地
の
譲
渡
に
か
か
わ
る
征
服
直
後
の
証

書
史
料
を
も
動
員
し
て
、
ア
ン
ヘ
ル
・
ポ
ベ
ダ
・
サ
ン
チ
ェ
ス
や
ミ
ケ

ル
・
バ
ル
セ
ロ
を
筆
頭
と
す
る
従
来
の
研
究
者
に
よ
っ
て
、
あ
る
程
度

検
討
さ
れ
て
き
て
い
る（

（
（

。
そ
こ
で
は
総
じ
て
、
次
の
点
が
強
調
さ
れ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
と
り
わ
け
ア
ル
ケ
リ
ア
の
地
名
に
は
、
バ
ヌ
ー

（B
anū

）
や
ベ
ニ
（B

eni

）
に
始
ま
る
ベ
ル
ベ
ル
人
氏
族
呼
称
が
数
多
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な
が
ら
も
、
征
服
後
の
キ
リ
ス
ト
教
社
会
を
扱
う
際
に
は
一
定
の
限
界

が
指
摘
さ
れ
る
史
料
類
型
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
を
用
い
て
当
時
の
社

会
を
再
構
成
す
る
た
め
に
ま
ず
も
っ
て
問
わ
れ
る
べ
き
は
、
そ
も
そ
も

「
分
配
記
録
」
が
い
か
な
る
形
で
生
成
し
、
ど
の
よ
う
に
機
能
し
た
か

と
い
う
問
題
で
あ
る
。
実
際
、
征
服
・
分
配
そ
の
も
の
は
先
行
す
る
段

階
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
分
配
記
録
」
が
生
成
す

る
の
は
あ
く
ま
で
も
一
三
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
な

お
さ
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、『
マ
リ
ョ
ル
カ
分
配
記
録
』
は
、
編
纂

時
期
や
情
報
量
、
さ
ら
に
は
使
用
言
語
さ
え
も
が
異
な
る
複
数
の

ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
を
つ
う
じ
て
伝
来
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
う
し
た
問
い
は

も
ち
ろ
ん
、
各
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
の
連
関
が
問
わ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ

る
が
、
従
来
、
そ
れ
を
包
括
的
か
つ
具
体
的
に
検
討
し
た
作
業
は
、
お

よ
そ
皆
無
で
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、『
マ
リ
ョ
ル
カ
分
配
記
録
』
の
な
か
で
も
、
最

も
早
期
に
編
纂
さ
れ
た
ラ
テ
ン
語
＝
ア
ラ
ビ
ア
語
版
と
、
網
羅
さ
れ
た

内
容
は
一
部
重
複
す
る
も
の
の
、
情
報
量
が
大
き
く
異
な
り
、
編
纂
時

期
も
一
三
世
紀
後
半
と
や
や
遅
い
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
語
版
と
を
、
そ
れ
ぞ

れ
の
体
裁
、
構
成
、
配
列
、
内
容
に
そ
く
し
て
、
テ
ク
ス
ト
生
成
論
的

に
分
析
し
た
い（

（
（

。「
分
配
記
録
」
は
、
そ
の
呼
称
が
示
す
と
お
り
、
国

王
に
よ
っ
て
分
配
さ
れ
た
土
地
財
産
と
、
そ
の
受
益
者
を
登
録
し
た
リ

ス
ト
で
あ
る
か
ら
、
形
式
上
は
実
務
的
史
料
と
み
な
し
て
よ
さ
そ
う
で

あ
る
。
だ
が
、
こ
と
に
マ
リ
ョ
ル
カ
の
場
合
、
一
三
世
紀
の
あ
い
だ
に

重
複
す
る
内
容
を
含
む
二
つ
の
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
が
、
時
期
を
違
え
て
編

纂
さ
れ
た
の
は
な
ぜ
か
が
問
題
と
な
っ
て
く
る
。
こ
れ
ら
の
問
い
に
一

く
含
ま
れ
て
お
り（

（
（

、
そ
れ
ら
は
お
も
に
都
市
マ
デ
ィ
ー
ナ
・
マ
ユ
ル
カ

（M
adīna M

ayūrqa 

征
服
後
は
シ
ウ
タ
ッ
ト
・
ダ
・
マ
リ
ョ
ル
カ 

現

パ
ル
マ
）
か
ら
隔
絶
し
た
領
域
に
分
布
す
る
こ
と
か
ら
、
農
村
部
に
お

け
る
ベ
ル
ベ
ル
人
氏
族
の
濃
厚
な
影
響
力
を
示
す
も
の
と
み
な
さ
れ
て

い
る（

（
（

。

　

他
方
、
征
服
後
に
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
人
主
導
で
行
な
わ
れ
た
土
地
の
分

配
と
入
植
の
過
程
を
め
ぐ
る
研
究
で
は
、『
マ
リ
ョ
ル
カ
分
配
記
録
』

の
役
割
に
限
界
が
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
共
通
理
解
と
な
っ
て
い
る
。
と
い

う
の
も
、
当
該
史
料
に
記
録
さ
れ
た
分
配
内
容
は
、
あ
く
ま
で
も
征
服

直
後
の
一
定
の
時
間
的
枠
組
み
に
お
け
る
計
画
的
・
組
織
的
な
軍
事
活

動
の
結
果
を
反
映
し
た
も
の
に
過
ぎ
ず
、実
際
の
空
間
組
織
は
そ
の
後
、

贈
与
や
売
却
、
さ
ら
に
は
紛
争
を
介
し
て
急
速
に
変
化
し
て
い
っ
た
か

ら
で
あ
る（

（
（

。
し
か
も
後
述
す
る
よ
う
に
、
当
該
史
料
は
国
王
と
四
人
の

聖
俗
貴
族
（
ル
サ
リ
ョ
伯
ヌ
ノ
・
サ
ン
ス
、
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
司
教
、
ア

ン
プ
リ
ア
ス
伯
、
ベ
ア
ル
ン
副
伯
）
の
お
お
よ
そ
の
分
割
分
と
、
全
島

の
半
分
を
留
保
し
た
国
王
麾
下
の
グ
ル
ー
プ
に
帰
属
す
る
貴
族
や
騎
士

に
対
す
る
分
配
内
容
か
ら
な
っ
て
お
り
、
も
っ
ぱ
ら
封
建
的
支
配
層
の

上
層
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
実
際
に
島
の
入
植
活
動
に
貢
献
し

た
中
間
層
を
な
す
集
団
の
土
地
所
有
の
実
態
ま
で
は
詳
ら
か
に
で
き
な

い（
（
（

。
こ
う
し
た
「
分
配
記
録
」
の
史
料
と
し
て
の
限
界
は
、
マ
リ
ョ
ル

カ
の
み
な
ら
ず
、
半
島
諸
地
域
の
も
の
で
も
同
様
に
認
め
ら
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る（

（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
「
分
配
記
録
」
は
、
ア
ン
ダ
ル
ス
史
研
究
の
立
場
か
ら

は
、
そ
の
膨
大
な
情
報
量
か
ら
必
要
不
可
欠
な
史
料
と
し
て
用
い
ら
れ
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表
一
の
よ
う
に
な
る
。
神
へ
の
祈
り
と
と
も
に
見
出
し
に
相
当
す
る
文

言
で
始
ま
る
セ
ク
シ
ョ
ン
も
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
な
い
も
の
も
あ
り
、
全

体
の
形
式
は
か
な
ら
ず
し
も
統
一
さ
れ
て
い
な
い
。だ
が
、各
セ
ク
シ
ョ

ン
で
は
基
本
的
に
、
国
王
ジ
ャ
ウ
マ
一
世
と
四
人
の
聖
俗
貴
族
、
す
な

わ
ち
ル
サ
リ
ョ
伯
ヌ
ノ
・
サ
ン
ス
、
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
司
教
、
ア
ン
プ
リ

ア
ス
伯
、
ベ
ア
ル
ン
副
伯
ギ
リ
ェ
ム
・
ダ
・
モ
ン
カ
ー
ダ
、
以
上
五
人

を
代
表
者
と
す
る
分
配
内
容
が
記
さ
れ
て
お
り（

（1
（

、
い
ず
れ
の
内
容
も
、

国
王
が
全
体
の
二
分
の
一
を
留
保
し
、
残
る
四
人
の
聖
俗
貴
族
が
そ
れ

ぞ
れ
全
体
の
八
分
の
一
を
分
与
さ
れ
て
い
る
。

　

ア
ラ
ビ
ア
語
テ
ク
ス
ト
な
の
で
、
文
字
列
は
右
か
ら
左
に
書
か
れ
て

い
て
、（
ｈ
）
を
除
く
各
セ
ク
シ
ョ
ン
の
中
身
も
右
か
ら
左
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
テ
ク
ス
ト
全
体
の
構
成
の
向
き
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
第
二
九
葉
裏
お
よ
び
第
三
〇
葉
表
で
わ
ず
か
に
確
認
さ
れ
る
次
の
ラ

テ
ン
語
文
言
か
ら
お
お
よ
そ
見
当
が
つ
く
。
す
な
わ
ち
、
第
二
九
葉
裏

冒
頭
の
文
言
は
、「
こ
の
外
典
は
前
述
の
『
国
王
の
書
』
の
末
尾
に
あ
っ

た
」。
他
方
、
第
三
〇
葉
表
末
尾
で
は
、「
以
上
、『
国
王
の
書
』
は
、

マ
リ
ョ
ル
カ
の
テ
ン
プ
ル
騎
士
団
の
居
館
に
送
っ
た
ア
ラ
ビ
ア
語
で
書

か
れ
た
カ
プ
ッ
ト
ブ
レ
ウ
ィ
ス
（
こ
の
場
合
は
財
産
目
録
。
カ
タ
ル
ー

ニ
ャ
語
で
カ
ッ
ブ
ラ
ウ[capbreu]

）
と
よ
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
は
そ
の
写
し
で
あ
り
、
国
王
と
そ
の
家
臣
、
そ
し
て
貴
族
ら
と
そ
の

家
臣
と
の
あ
い
だ
で
、
マ
リ
ョ
ル
カ
の
都
市
と
島
の
分
割
を
あ
つ
か
っ

た
も
の
で
あ
る
」
と
あ
る
。

　

第
三
〇
葉
表
末
尾
で
は
、
そ
れ
ま
で
の
内
容
を
一
度
締
め
く
く
る
よ

う
に
、「
以
上
」（explicit

）
の
文
言
が
付
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
第

定
の
見
通
し
を
示
し
な
が
ら
、「
分
配
記
録
」
と
い
う
史
料
類
型
そ
の

も
の
の
根
本
的
な
見
直
し
を
図
る
一
助
と
し
た
い
。

二　

ラ
テ
ン
語
＝
ア
ラ
ビ
ア
語
版

　

マ
リ
ョ
ル
カ
王
国
文
書
館
の
「
番
号
な
し
」（Sin núm

ero

）
と
し

て
登
録
さ
れ
て
い
る
ラ
テ
ン
語
＝
ア
ラ
ビ
ア
語
版（

（1
（

は
、前
述
の
よ
う
に
、

『
マ
リ
ョ
ル
カ
分
配
記
録
』
の
な
か
で
も
最
も
早
期
に
編
纂
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
体
裁
は
三
一
五
×
一
一
〇
ミ
リ
の
紙
製
で
、
縦
長
の
小
冊

子
と
な
っ
て
お
り
、
羊
皮
紙
製
の
表
紙
に
は
薄
く
、
お
そ
ら
く
当
時
の

ゴ
シ
ッ
ク
書
体
で
、「
国
王
の
書
」（Liber R

egis

）
の
文
言
が
付
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ラ
テ
ン
語
＝
ア
ラ
ビ
ア
語
版
は
文
言
そ
の
ま
ま

に
『
国
王
の
書
』
と
称
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
名
の
と
お

り
、
ラ
テ
ン
語
と
ア
ラ
ビ
ア
語
の
二
つ
の
テ
ク
ス
ト
で
構
成
さ
れ
て
お

り
、
全
三
八
葉
の
う
ち
、
一
〜
二
〇
葉
表
が
ラ
テ
ン
語
テ
ク
ス
ト
、

二
〇
葉
裏
〜
二
九
葉
表
の
白
紙
を
は
さ
ん
で
、
二
九
葉
裏
〜
三
七
葉
表

が
ア
ラ
ビ
ア
語
テ
ク
ス
ト
と
な
っ
て
い
る
。
フ
ォ
リ
オ
番
号
の
順
序
に

し
た
が
え
ば
、
ラ
テ
ン
語
テ
ク
ス
ト
が
先
で
あ
る
が
、
内
容
の
時
間
的

順
序
は
ア
ラ
ビ
ア
語
テ
ク
ス
ト
が
先
行
す
る
の
で
、
以
下
で
は
、
最
初

に
ア
ラ
ビ
ア
語
テ
ク
ス
ト
、
つ
い
で
ラ
テ
ン
語
テ
ク
ス
ト
の
中
身
を
具

体
的
に
検
討
し
よ
う
。

（
一
）
ア
ラ
ビ
ア
語
テ
ク
ス
ト

　

ア
ラ
ビ
ア
語
テ
ク
ス
ト
の
構
成
は
、内
容
に
そ
く
し
て
分
類
す
る
と
、
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表
１
　
ア
ラ
ビ
ア
語
テ
ク
ス
ト
構
成

フ
ォ

リ
オ

構
成

セ
ク

シ
ョ

ン
冒

頭
内

容
備

考

（
c）

f. 29v 
ヌ

ノ
・

サ
ン

ス
と

バ
ル

セ
ロ

ー
ナ

司
教

に
帰

属
す

る
領

域
の

面
積

「
マ

ユ
ル

カ
の

い
く

つ
か

の
領

域
に

お
け

る
伯

ヌ
ノ

に
帰

属
す

る
全

て
の

ジ
ョ

バ
ー

ダ
、

こ
れ

ら
は

神
の

救
い

と
と

も
に

記
さ

れ
る

。」

・
�「測

定
が

行
わ

れ
た

と
こ

ろ
ま

で
」

ヌ
ノ

に
帰

属
す

る
８

分
の

１
の

都
市

領
域

と
ジ

ュ
ー

ズ
の

面
積

が
記

述
・

分
割

さ
れ

て
い

な
い

ポ
レ

ン
サ

の
領

域
の

面
積

・
�バ

ル
セ

ロ
ー

ナ
司

教
に

帰
属

す
る

８
分

の
１

の
都

市
領

域
の

面
積

f. 29v
冒

頭
：

H
[oc] ext[r]auga[ns] erat i[n] fine 

pr[e]di[c]ti libr[i] R
egis.

（
d）

f. 32r
下

半
分

/
f. 31v /
f. 31r /
f. 30v /
f. 30r

都
市

領
域

の
分

配
内

容
と

境
界

画
定

「
神

の
御

名
に

お
い

て
、

情
け

深
く

、
慈

悲
深

く
、

常
に

信
仰

の
中

で
。

バ
ー

ブ
・

ア
ル

・
ビ

ラ
ー

ド
（

市
門

の
名

前
）

を
越

え
た

と
こ

ろ
の

マ
ユ

ル
カ

の
島

の
す

べ
て

の
土

地
を

等
し

く
２

つ
に

分
け

る
こ

と
、

そ
し

て
そ

れ
を

そ
れ

ぞ
れ

４
つ

に
分

け
る

こ
と

を
決

め
る

際
、

ア
ル

・
ア

フ
ワ

ー
ズ

・
ア

ル
・

マ
デ

ィ
ー

ナ
（

都
市

領
域

）
の

領
域

と
さ

れ
る

の
は

…
」

・
�領

域
全

体
を

２
つ

に
分

割
 / さ

ら
に

そ
れ

ぞ
れ

を
４

つ
に

分
割

・
�国

王
の

留
保

分
（

全
体

の
半

分
＝

８
分

の
１

×
４

）
の

境
界

画
定

の
記

述
・

�４
人

の
聖

俗
貴

族
の

分
割

分
（

そ
れ

ぞ
れ

８
分

の
１

）
の

境
界

画
定

の
記

述

・
�f. 30r末

尾
：

Explicit liber R
egis qui dicitur 

capudbreuium
 quem

 ipse dim
isit in dom

o 
Tem

pli M
aioricis arabice scriptum

 et hoc est 
eius translatum

 et tractat de diuisionibus 
ciuitatis et insule M

aioricarum
 inter regem

 et 
suos et m

agnates et suos.
・

�す
べ

て
の

境
界

画
定

の
記

述
の

末
尾

に
「

オ
リ

ジ
ナ

ル
で

明
記

さ
れ

、
書

き
留

め
ら

れ
た

そ
の

他
の

も
の

と
と

も
に

」
ま

た
は

類
似

す
る

文
言

（
e）

f. 32r
上

半
分

ベ
ア

ル
ン

副
伯

へ
譲

渡
さ

れ
た

ヌ
ノ

・
サ

ン
ス

の
３

つ
の

か
ま

ど

「
ヌ

ノ
が

中
心

地
の

郊
外

に
お

い
て

境
界

を
定

め
て

い
た

か
ま

ど
の

中
か

ら
抜

き
取

ら
れ

た
３

つ
の

か
ま

ど
…

」
f. 32v

は
白

紙

（
f）

f. 34v /
f. 34r /
f. 33v /
f. 33r

市
壁

内
部

の
分

配
内

容
と

境
界

画
定

「
父

と
子

と
聖

霊
を

信
じ

、
唯

一
の

神
を

称
え

よ
！

市
壁

の
内

部
に

お
け

る
マ

デ
ィ

ー
ナ

・
マ

ユ
ル

カ
に

存
在

す
る

全
て

を
８

つ
の

箇
所

に
分

割
…

」

・
全

体
を

２
つ

に
分

割
 / さ

ら
に

そ
れ

ぞ
れ

を
４

つ
に

分
割

・
�国

王
の

留
保

分
（

全
体

の
半

分
＝

８
分

の
１

×
４

）
の

境
界

画
定

の
記

述
と

財
産

（
家

屋
、

か
ま

ど
、

菜
園

、
店

）
の

数
が

列
挙

・
�４

人
の

聖
俗

貴
族

の
分

割
分

（
そ

れ
ぞ

れ
８

分
の

１
）

の
境

界
画

定
の

記
述

と
財

産
（

家
屋

、
か

ま
ど

、
菜

園
、

店
）

の
数

が
列

挙

（
g）

f. 36r /
f. 35v /
f. 35r

都
市

に
お

け
る

粉
挽

水
車

の
分

配
「（

マ
デ

ィ
ー

ナ
・

）
マ

ユ
ル

カ
で

分
配

さ
れ

る
べ

き
粉

挽
水

車
の

分
割

…
」

・
前

半
：

計
45の

粉
挽

水
車

の
名

前
が

列
挙

・
�後

半
：

国
王

と
４

人
の

聖
俗

貴
族

を
分

類
項

目
と

し
て

粉
挽

水
車

の
名

前
が

列
挙

　
�…

国
王

：
21 / ヌ

ノ
：

６
 / バ

ル
セ

ロ
ー

ナ
司

教
：

８
 / 

ア
ン

プ
リ

ア
ス

伯
：

４
 / ベ

ア
ル

ン
副

伯
ギ

リ
ェ

ム
・

マ
リ

ョ
ル

・
ダ

・
モ

ン
カ

ー
ダ

：
６

（
h）

f. 36v /
f. 37v 

都
市

領
域

以
外

の
島

内
の

土
地

分
配

「
マ

デ
ィ

ー
ナ

以
外

の
マ

ユ
ル

カ
の

全
て

の
領

域
の

分
割

、
マ

デ
ィ

ー
ナ

に
併

合
さ

れ
た

土
地

を
決

め
た

も
の

に
続

い
て

…
」

・
国

王
の

留
保

分
（

全
体

の
半

分
）

の
ジ

ュ
ー

ズ
が

列
挙

・
４

人
の

聖
俗

貴
族

の
分

割
分

の
ジ

ュ
ー

ズ
が

列
挙

図
１

参
照

f. 37r
バ

ル
セ

ロ
ー

ナ
司

教
に

帰
属

す
る

都
市

領
域

の
分

配
内

容

「
バ

ル
セ

ロ
ー

ナ
司

教
に

帰
属

す
る

、
半

分
の

４
分

の
１

ま
た

は
マ

デ
ィ

ー
ナ

・
ア

ル
ア

フ
ワ

ー
ズ

の
４

分
の

１
は

、
神

の
救

い
と

と
も

に
示

さ
れ

る
。」

・
�バ

ル
セ

ロ
ー

ナ
司

教
の

分
割

分
（

ア
ル

・
ア

フ
ワ

ー
ズ

）
の

具
体

的
な

地
理

的
区

分
の

記
述

・
�半

分
は

バ
ル

セ
ロ

ー
ナ

司
教

が
留

保
 / ４

分
の

１
は

ラ
モ

ン
・

バ
ラ

ン
ゲ

ー
 / 残

る
４

分
の

１
は

３
分

割
（

３
分

の
２

は
ヌ

ノ
 / ３

分
の

１
は

バ
ル

セ
ロ

ー
ナ

司
教

）

※
表

内
の

各
セ

ク
シ

ョ
ン

に
付

さ
れ

た
ア

ル
フ

ァ
ベ

ッ
ト

記
号

の
順

序
は

フ
ォ

リ
オ

の
ナ

ン
バ

リ
ン

グ
に

準
じ

て
い

る
（

先
行

す
る

ラ
テ

ン
語

テ
ク

ス
ト

（
a）（

b）
は

表
２

参
照

）。
※

実
際

の
文

字
列

、
セ

ク
シ

ョ
ン

中
身

（
hを

除
く

）、
構

成
そ

の
も

の
の

向
き

は
全

て
右

→
左

。
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や（
（1
（

、
誰
が
作
成
・
保
管
し
た
か
と
い
う
問
題
を
め
ぐ
っ
て
は（

（1
（

、
こ
れ
ま

で
に
も
数
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
仮
説
が
提
起
さ
れ
て

き
た
が
、
い
ず
れ
も
そ
れ
を
裏
付
け
る
確
た
る
証
拠
は
示
さ
れ
な
い
ま

ま
で
あ
る
。
こ
う
し
た
な
か
で
、
近
年
プ
ラ
シ
ー
・
ペ
レ
ス
・
パ
ス
ト
ー

ル
が
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
形
態
に
つ
い
て
は
さ
し
あ
た
り
判
断
を
留
保
し

な
が
ら
も
、
あ
く
ま
で
も
記
述
内
容
に
注
目
す
る
か
た
ち
で
、
本
来
ア

ラ
ビ
ア
語
テ
ク
ス
ト
、
ま
た
は
そ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
が
い
か
な
る
目
的
の

も
と
で
、
ど
の
段
階
で
作
成
さ
れ
た
か
を
、
時
系
列
に
そ
く
し
て
具
体

的
に
検
討
し
て
い
る（

（1
（

。
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
、
他
の
諸
史
料
と
と
も
に
当

該
テ
ク
ス
ト
の
作
成
さ
れ
た
背
景
を
整
理
す
る
と
、
お
お
よ
そ
次
の
よ

う
に
な
ろ
う
。

　

ま
ず
、
ジ
ャ
ウ
マ
一
世
の
自
叙
伝
『
勲
功
録
』（Llibre del fet

（
（1
（s

）

で
叙
述
さ
れ
る
マ
デ
ィ
ー
ナ
攻
略
後
の
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
軍
の
動
向
を
確

認
す
る
と
、
一
二
三
〇
年
二
月
一
七
日
の
謝
肉
祭
か
ら
四
月
七
日
の
復

活
祭
に
か
け
て
、
ヌ
ノ
・
サ
ン
ス
や
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
司
教
を
は
じ
め
と

す
る
大
貴
族
ら
を
中
心
に
、
戦
利
品
の
競
売
が
行
わ
れ
た
が
、
こ
れ
に

対
し
て
下
層
の
騎
士
や
平
民
が
暴
動
を
起
こ
す
な
ど
、
き
わ
め
て
混
沌

と
し
た
状
況
が
続
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
国
王
の
措
置
に
よ
り
こ
れ

を
鎮
圧
す
る
も
、
そ
の
直
後
に
軍
勢
の
中
で
疫
病
が
蔓
延
し
、
ア
ン
プ

リ
ア
ス
伯
ウ
グ
四
世
や
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
貴
族
ラ
モ
ン
・
ア
レ
マ
ニ
ー

を
含
む
有
力
貴
族
や
騎
士
た
ち
が
多
数
亡
く
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
お

さ
ま
る
と
、
国
王
は
依
然
と
し
て
ム
ス
リ
ム
勢
力
が
残
る
北
部
の
山
岳

地
帯
へ
と
進
軍
し
、
再
び
マ
デ
ィ
ー
ナ
に
戻
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の

際
、
当
初
は
遠
征
に
参
加
し
て
い
な
か
っ
た
聖
ヨ
ハ
ネ
騎
士
団
ア
ン
ポ

二
九
葉
裏
冒
頭
で
は
、
あ
え
て
以
下
の
記
述
が
外
典
で
あ
る
と
の
説
明

が
し
直
さ
れ
、
そ
れ
以
下
に
続
く
（
ｃ
）
の
セ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
当
該

テ
ク
ス
ト
内
の
他
の
箇
所
に
は
み
ら
れ
な
い
土
地
の
面
積
に
か
か
わ
る

記
述
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
単
純
に
考
え
れ
ば
、（
ｈ
）
か

ら
（
ｄ
）
の
セ
ク
シ
ョ
ン
が
、
前
掲
の
文
言
に
あ
る
『
国
王
の
書
』
の

内
容
を
書
き
写
し
た
部
分
、（
ｃ
）
は
『
国
王
の
書
』
の
外
典
に
相
当

す
る
も
の
を
、（
ｄ
）
に
続
け
て
記
し
た
部
分
と
み
な
さ
れ
る
。
と
な

れ
ば
、
構
成
そ
の
も
の
も
や
は
り
左
向
き
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
な
ろ

う
。

　

第
三
〇
葉
裏
末
尾
の
文
言
に
あ
る
と
お
り
、
ア
ラ
ビ
ア
語
テ
ク
ス
ト

は
も
と
も
と
ア
ラ
ビ
ア
語
で
書
か
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
写
し
と
お
ぼ
し

い
。
ま
た
、
都
市
領
域
の
分
配
内
容
お
よ
び
境
界
画
定
を
あ
つ
か
っ
た

セ
ク
シ
ョ
ン
（
ｄ
）
で
は
、
そ
の
記
述
の
末
尾
に
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
明

記
さ
れ
、
書
き
留
め
ら
れ
た
そ
の
他
の
も
の
」
と
い
っ
た
、
よ
り
多
く

の
内
容
を
含
む
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
存
在
を
示
唆
す
る
文
言
が
確
認
で
き
る

こ
と
か
ら
、
当
該
テ
ク
ス
ト
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
そ
の
ま
ま
筆
写
し
た
の

で
は
な
く
、
そ
れ
を
参
照
し
な
が
ら
そ
の
内
容
を
抽
出
し
て
ま
と
め
た

も
の
と
想
定
さ
れ
る
。
そ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
こ
そ
が
、
ま
さ
し
く
先
の
文

言
で
言
及
さ
れ
る
『
国
王
の
書
』
に
ち
が
い
な
い
が
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

『
国
王
の
書
』
と
、
同
じ
く
『
国
王
の
書
』
の
タ
イ
ト
ル
が
付
さ
れ
た

ラ
テ
ン
語
＝
ア
ラ
ビ
ア
語
版
そ
の
も
の
と
は
、
両
者
の
生
成
の
時
間
的

順
序
を
ふ
ま
え
て
、
こ
こ
で
は
厳
密
に
区
別
し
て
お
か
な
く
て
は
な
ら

な
い
。

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
『
国
王
の
書
』
は
現
存
し
な
い
た
め
、
そ
の
形
態
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ス
タ
管
区
長
ウ
グ
・
ダ
・
フ
リ
ャ
ル
ケ
ー
が
来
島
し
、
国
王
に
島
の
一

部
の
下
賜
を
懇
願
し
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
と
き
に
は
す
で
に
分

配
は
完
了
し
、
受
領
し
た
人
々
も
半
島
に
帰
還
し
て
い
た
た
め
、
結
局
、

国
王
の
留
保
分
か
ら
聖
ヨ
ハ
ネ
騎
士
団
に
対
し
て
土
地
や
財
産
を
与
え

る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た（

（1
（

。

　

と
こ
ろ
が
、『
勲
功
録
』
の
中
で
四
月
の
復
活
祭
の
後
に
疫
病
で
亡

く
な
っ
た
と
さ
れ
る
ア
ン
プ
リ
ア
ス
伯
ウ
グ
四
世
と
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
貴

族
ラ
モ
ン
・
ア
レ
マ
ニ
ー
は
、
一
二
三
〇
年
三
月
一
日
に
国
王
に
よ
っ

て
発
給
さ
れ
た
入
植
者
の
権
利
を
保
証
す
る
解
放
文
書
に
お
い
て
、
す

で
に
そ
の
副
署
欄
か
ら
消
え
て
お
り
、
前
者
に
い
た
っ
て
は
そ
の
息
子

ポ
ン
ス
・
ウ
グ
が
ア
ン
プ
リ
ア
ス
伯
と
し
て
列
挙
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
実
際
、

こ
の
期
日
以
降
の
証
書
の
副
署
欄
に
お
い
て
も
、
同
様
に
息
子
ポ
ン

ス
・
ウ
グ
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
し
、
ラ
モ
ン
・
ア
レ
マ
ニ
ー
に
か
ん

し
て
も
、
も
は
や
そ
の
名
が
登
場
す
る
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
ア

ン
プ
リ
ア
ス
伯
ウ
グ
四
世
お
よ
び
ラ
モ
ン
・
ア
レ
マ
ニ
ー
は
、
少
な
く

と
も
同
年
三
月
一
日
よ
り
も
前
の
段
階
で
流
行
し
た
疫
病
に
よ
っ
て
亡

く
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

ペ
レ
ス
・
パ
ス
ト
ー
ル
の
主
張
に
し
た
が
え
ば
、
最
初
の
分
配
は
こ

の
疫
病
が
流
行
し
始
め
た
段
階
で
、
な
か
ば
緊
急
の
措
置
と
し
て
行
わ

れ
、
そ
の
内
容
を
反
映
し
た
も
の
こ
そ
が
ア
ラ
ビ
ア
語
テ
ク
ス
ト
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
実
際
に
当
該
テ
ク
ス
ト
の
中
身
を
み
て
み
る
と
、
市

壁
内
外
の
都
市
領
域
に
つ
い
て
は
、
粉
挽
水
車
の
分
配
（
セ
ク
シ
ョ
ン

（
ｇ
））
や
、
境
界
画
定（

（1
（

（
セ
ク
シ
ョ
ン
（
ｆ
）、（
ｄ
））
の
内
容
が
具

体
的
か
つ
詳
細
に
表
示
さ
れ
る
一
方
、そ
れ
以
外
の
領
域
に
つ
い
て
は
、

図１　イスラーム・マリョルカのジューズ
（A. Mut Calafell, G. Rosselló Bordoy, La Remenbrança, p. 48をもとに作成）

１　マディーナ・アル・アフワーズ
２　ブニューラ／ムースー

　　（ブニョラ／ムソ）
３　シュルヤル（ソリェル）
４　カナルーシャ（カナロッサ）
５　アル・ジバル（モンタニャ）
６　インカン（インカ）
７　ブラーンサ（ポレンサ）
８　ムール（ムロ）
９　ジジュナウ／ビトラ

　　（シネウ／ペトラ）
10　ヤルターン（アルター）
11　マナクール（マナコル）
12　ムントゥイ（ムントゥエリ）

（13　アル・ブハイラ
　　（アルブフェラ））
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す
な
わ
ち
、
第
一
葉
表
「
一
二
三
二
年
七
月
の
カ
レ
ン
ダ
エ
に
編
纂
さ

れ
た
」、
第
一
九
葉
表
「
こ
の
目
録
は
、
ア
ラ
ゴ
ン
国
王
ジ
ャ
ウ
マ
と
、

同
国
王
の
も
と
で
マ
リ
ョ
ル
カ
王
国
の
領
主
た
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
太
子

ペ
ド
ロ
の
面
前
で
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
べ
し
。
一
二
三
二
年

七
月
の
カ
レ
ン
ダ
エ
。
国
王
書
記
ペ
ラ
・
ダ
・
サ
ン
・
メ
リ
オ
ン
の
手

に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
」
が
そ
れ
で
あ
る（

（2
（

。

　

こ
れ
ら
の
文
言
か
ら
、
当
該
セ
ク
シ
ョ
ン
が
一
二
三
二
年
七
月
一
日

に
国
王
書
記
ペ
ラ
・
ダ
・
サ
ン
・
メ
リ
オ
ン
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
こ

と
が
確
認
で
き
る
が
、
マ
デ
ィ
ー
ナ
攻
略
が
一
二
二
九
年
一
二
月
三
一

日
で
あ
る
こ
と
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
こ
こ
に
は
お
お
よ
そ
二
年
半
に
お
よ

ぶ
時
間
的
な
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
マ

デ
ィ
ー
ナ
攻
略
後
も
北
部
の
領
域
に
は
依
然
と
し
て
ム
ス
リ
ム
勢
力
が

残
っ
て
い
た
た
め
、
ジ
ャ
ウ
マ
一
世
は
そ
れ
以
降
も
段
階
的
に
遠
征
を

お
こ
な
い
、
一
二
三
二
年
五
月
の
第
三
回
遠
征
の
段
階
で
よ
う
や
く
全

島
を
掌
握
す
る
に
い
た
っ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
二
年
半
の
間
に

各
人
へ
の
土
地
分
配
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
は
決
し
て
な

く
、
都
市
領
域
や
、
す
で
に
攻
略
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
い
く
つ

か
の
農
村
領
域
に
お
い
て
は
、
少
な
く
と
も
一
二
三
〇
年
三
月
か
ら
随

時
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
伝
来
す
る
証
書
史
料
か
ら
明
ら
か
に
み
て

と
れ
る（

（2
（

。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、後
者
の
文
言
に
明
記
さ
れ
た
、ジ
ャ

ウ
マ
一
世
の
祖
父
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
一
世
の
妹
ド
ゥ
ル
サ
の
子
で
、
当
時

ウ
ル
ジ
ェ
イ
伯
で
あ
っ
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
太
子
ペ
ド
ロ
の
存
在
で
あ

る
。
ジ
ャ
ウ
マ
一
世
は
、
当
該
伯
領
を
め
ぐ
っ
て
自
身
と
争
っ
て
い
た

ポ
ン
ス
・
ダ
・
カ
ブ
レ
ー
ラ
と
ペ
ド
ロ
が
結
託
す
る
こ
と
を
恐
れ
、

具
体
的
な
地
名
も
面
積
も
示
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
図
一
の
よ
う
な
イ
ス

ラ
ー
ム
期
の
領
域
区
分
で
あ
る
一
二
の
ジ
ュ
ー
ズ
（jūz

）
を
枠
組
み

と
し
た
比
較
的
お
お
ざ
っ
ぱ
な
分
配
内
容
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
う

し
た
所
見
は
、
都
市
領
域
こ
そ
征
服
さ
れ
た
も
の
の
、
全
島
は
依
然
と

し
て
掌
握
さ
れ
て
い
な
い
当
時
の
状
況
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
想
定

さ
れ
る
。
ま
た
、
あ
く
ま
で
も
国
王
と
四
人
の
聖
俗
貴
族
を
代
表
者
と

す
る
か
た
ち
で
分
配
内
容
が
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
疫
病
の
蔓
延
で
半

島
へ
戻
る
貴
族
や
騎
士
が
続
出
し
、
そ
れ
に
先
立
っ
て
分
配
内
容
を
早

急
に
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
た
め
、
そ
の
大
枠
の
み
が
決

め
ら
れ
る
に
と
ど
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う（

（1
（

。
こ
の
よ
う
に
、
ア

ラ
ビ
ア
語
テ
ク
ス
ト
（
お
そ
ら
く
そ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
）
は
、
マ
デ
ィ
ー

ナ
攻
略
直
後
に
、
の
ち
に
各
グ
ル
ー
プ
の
中
で
個
別
に
行
わ
れ
る
土
地

の
分
配
に
先
立
ち
、
さ
し
あ
た
り
五
人
の
分
割
分
を
明
確
に
す
る
と
い

う
目
的
で
作
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

（
二
）
ラ
テ
ン
語
テ
ク
ス
ト

　

ラ
テ
ン
語
テ
ク
ス
ト
の
構
成
は
表
二
の
と
お
り
、
二
つ
の
セ
ク
シ
ョ

ン
か
ら
な
る
。
ま
ず
、（
ａ
）
国
王
ジ
ャ
ウ
マ
一
世
に
帰
属
す
る
ア
ル

ケ
リ
ア
お
よ
び
ラ
ハ
ル
の
リ
ス
ト
は
、
ア
ラ
ビ
ア
語
テ
ク
ス
ト
の
中
で

国
王
の
取
り
分
と
な
っ
た
八
つ
の
領
域
ご
と
に
分
類
さ
れ
て
、
計

四
八
八
の
地
名
と
、
ジ
ョ
バ
ー
ダ
（jovada

）
の
単
位
で
表
示
さ
れ
る

面
積（

（2
（

、
受
益
者
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
当
該
セ
ク
シ
ョ

ン
の
冒
頭
の
第
一
葉
表
上
部
と
、
末
尾
の
第
一
九
葉
表
下
部
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
作
成
年
代
に
か
か
わ
る
文
言
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
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五
月
の
第
三
回
遠
征
に
参
加
し
、
マ
リ
ョ
ル
カ
へ
赴
く
こ
と
と
な
っ
た

の
で
あ
る（

（2
（

。

　

実
際
、
リ
ス
ト
中
の
受
益
者
の
中
に
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
太
子
ペ
ド
ロ

の
名
前
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
当
該
セ
ク
シ
ョ
ン
の
リ
ス
ト
は
、
少

な
く
と
も
ペ
ド
ロ
へ
の
マ
リ
ョ
ル
カ
の
封
土
授
与
が
決
定
し
た

一
二
三
一
年
九
月
以
降
の
内
容
で
あ
る
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。
と
な
る

と
、こ
の
リ
ス
ト
は
征
服
直
後
か
ら
実
際
に
分
配
が
行
わ
れ
る
た
び
に
、

随
時
情
報
を
書
き
込
ん
だ
り
、
そ
の
つ
ど
更
新
し
た
り
す
る
よ
う
な
か

一
二
三
一
年
九
月
二
九
日
、
当
該

伯
領
の
権
利
を
国
王
に
返
還
す
る

見
返
り
と
し
て
、
マ
リ
ョ
ル
カ
と

メ
ノ
ル
カ
を
、
ペ
ド
ロ
に
封
と
し

て
終
身
で
与
え
る
こ
と
を
決
定
し

て
い
た（

（2
（

。
こ
れ
に
よ
り
ペ
ド
ロ
は

側
近
を
島
に
派
遣
し
つ
つ
、
自
身

も
ジ
ャ
ウ
マ
一
世
の
一
二
三
二
年

表３　カバレリア目録

表２　ラテン語テクスト構成
フォリオ 構成 セクション題辞 内容

（a）  f. 1r- f. 19r 国王に帰属するアルケリア
とラハル

Hec est  pars  d[omini  Regis  et  nomina 
posseddorum et ] alqueriarum et [cuiuslibet 
hereditaria a domino ]Rege adq[uisite ibi nomi]
natur. 十 [veluti] modo habit et possident [in] 
termino Ciu[itatis]. Quod fuit ordinatum 
Kalendas julij. Anno domini .M.CC.XXX.II.

・�地目・地名、面積、受益者の名
前がリスト化

・８つの領域ごとに列挙
　�…アル・アフワーズ / インカ / 

ポレンサ / シネウ / ペトラ / ヤ
ルタン / モントゥエリ / モンタ
ニャ（アル・ジバル）

（b） f. 19v-f. 20r カバレリア目録
Memoriale de omnibus [christianorum] 
caballarias que fuerunt in captione Ciuitatis 
Maioricarum.

表３参照

カバレリア 征服後
常駐する騎士

国王ジャウマ１世 5674.5

テンプル騎士団 525.5 4

ギリェム・ダ・モンカーダ 276 2

ラモン・アレマニー
ギリェム・ダ・クラルモン

205 1.5

合計 6681

ヌノ・サンス 1874. 5 14.5

バルセローナ司教 875.5 7

ラモン・バランゲー 341 3

ガストン・ダ・クロワル
バルナット・ダ・ロレー

71

ジェノヴァの水夫 28

アンプリアス伯 849 7.5

ガストン・ダ・モンカーダ（ベアルン副伯） 1006.5 7.5

ギリェム・ダ・サン・ビセンス 11

ジローナ大司教 459 4

ソルソナ司教座聖堂参事会長 37.5

ナルボンヌの人々 18.5

ベルナット・ダ・サンタ・エウゲニア 254 2.5

ジローナの聖具保管係 79

バルセローナ大助祭 106 1

ラモン・ダ・ペルテガス 28

バルセローナの聖具保管係 142.5 1

ペラ・ダ・ピネル 6.5

聖ヨハネ騎士団 
および「国王の寄進」 （Donation）

148
52

アルナウ・ダ・バルベイ 22

サンタ・フェリウ修道院長 169.5 1.25

ウルジェイの聖具保管係 37

ラモン・ダ・ベルナット 12.5

ジャウマ・ダ・サルベラ 33

すべての合計  13, 446
（＋聖ヨハネ騎士団

に与えた52）

※配列と数値は全て ARM, s/n に対応



66

た
ち
で
作
成
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
ペ
ド
ロ
へ
の
封
土
授
与
の
決
定

か
ら
、
一
二
三
二
年
七
月
一
日
ま
で
に
行
わ
れ
た
、
最
終
的
な
分
配
の

結
果
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
目
的
は
あ
く
ま
で
も
一
連

の
征
服
事
業
に
参
加
し
て
い
な
か
っ
た
ペ
ド
ロ
に
土
地
分
配
の
実
状
を

把
握
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る（

（2
（

。

　

つ
い
で
、（
ｂ
）
カ
バ
レ
リ
ア
目
録
で
は
、
国
王
、
貴
族
、
騎
士
の

名
前
と
、
カ
バ
レ
リ
ア
の
数
値
、
征
服
後
に
常
駐
す
べ
き
騎
士
の
数
が
、

表
三
の
と
お
り
リ
ス
ト
化
さ
れ
て
い
る
。
カ
バ
レ
リ
ア
と
は
、
い
わ
ゆ

る
騎
士
封
の
こ
と
で
、
国
王
が
賦
与
す
る
封
土
を
数
値
化
し
た
も
の
で

あ
る
。
こ
こ
で
は
、
征
服
後
の
島
の
防
衛
の
た
め
に
常
駐
す
る
騎
士
一

騎
に
つ
き
一
三
〇
カ
バ
レ
リ
ア
を
授
け
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
お
り（

（2
（

、

合
計
が
お
お
よ
そ
一
三
〇
〇
〇
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
に
い
れ
る
な
ら

ば
、
全
体
と
し
て
お
お
よ
そ
一
〇
〇
騎
を
配
備
し
よ
う
と
す
る
王
権
の

意
向
が
反
映
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
だ
が
実
際
に
は
、
厳
密
に
い
か
な
る
計
算

の
も
と
で
そ
れ
ら
の
数
値
が
表
示
さ
れ
て
い
る
か
は
判
然
と
し
な
い
。

　

そ
の
内
容
は
、
国
王
麾
下
の
グ
ル
ー
プ
と
そ
れ
以
外
に
お
お
ま
か
に

分
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
、
ル
サ
リ
ョ
伯
ヌ
ノ
・
サ
ン
ス
の
財
産
目

録
と
さ
れ
る
『
ラ
メ
ン
ブ
ラ
ン
サ
』
に
含
ま
れ
る
カ
バ
レ
リ
ア
目
録
と

比
較
し
て
み
よ
う
。『
ラ
メ
ン
ブ
ラ
ン
サ
』
の
カ
バ
レ
リ
ア
目
録
で
は
、

ア
ラ
ビ
ア
語
テ
ク
ス
ト
の
な
か
で
代
表
者
と
さ
れ
た
国
王
と
四
人
の
聖

俗
貴
族
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
の
成
員
と
各
人
の
カ
バ
レ
リ
ア
の
数

値
が
詳
細
に
記
録
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
こ
れ
に
対
し
て
、
当
該
セ
ク
シ
ョ
ン

で
は
、
国
王
グ
ル
ー
プ
の
中
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
人
物
の
数
が
、『
ラ

メ
ン
ブ
ラ
ン
サ
』と
比
較
す
る
と
き
わ
め
て
少
な
い
。と
い
う
の
も
、『
ラ

メ
ン
ブ
ラ
ン
サ
』
で
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
か
た
ち
で
列
挙
さ
れ
て
い

る
タ
ラ
ゴ
ー
ナ
司
教
座
聖
堂
参
事
会
長
や
複
数
の
都
市
共
同
体
か
ら
な

る
二
八
の
人
物
お
よ
び
共
同
体
が
、
当
該
セ
ク
シ
ョ
ン
で
は
列
挙
さ
れ

て
お
ら
ず
、
そ
れ
ら
の
カ
バ
レ
リ
ア
の
数
値
は
す
べ
て
国
王
の
留
保
分

に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

他
方
、
国
王
グ
ル
ー
プ
以
外
の
貴
族
ら
に
つ
い
て
も
、
や
は
り
『
ラ

メ
ン
ブ
ラ
ン
サ
』
と
比
べ
て
み
る
と
、当
該
セ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、ヌ
ノ
・

サ
ン
ス
は
個
人
と
し
て
、
つ
い
で
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
司
教
麾
下
の
グ
ル
ー

プ
は
、
そ
の
成
員
が
固
定
さ
れ
た
状
態
で
列
挙
さ
れ
て
い
る
が
、
ア
ン

プ
リ
ア
ス
伯
と
ベ
ア
ル
ン
副
伯（
こ
こ
で
は
ギ
リ
ェ
ム
の
子
ガ
ス
ト
ン
）

の
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
は
、お
よ
そ
系
統
立
て
て
並
べ
ら
れ
て
い
な
い
。

実
際
、
ラ
モ
ン
・
ダ
・
ペ
ル
テ
ガ
ス
な
る
人
物
と
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
大
助

祭
は
、『
ラ
メ
ン
ブ
ラ
ン
サ
』
で
は
そ
れ
ぞ
れ
、
前
者
が
ア
ン
プ
リ
ア

ス
伯
、
後
者
が
ベ
ア
ル
ン
副
伯
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
さ
れ
て
い
る
の
だ

が
、
当
該
セ
ク
シ
ョ
ン
で
は
連
続
し
て
並
べ
ら
れ
る
と
同
時
に
、
征
服

後
に
島
に
常
駐
す
る
騎
士
が
、
併
せ
て
一
騎
と
い
う
か
た
ち
で
記
録
さ

れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
と
く
に
ア
ン
プ
リ
ア
ス
伯
と
ベ
ア
ル
ン
副
伯

の
グ
ル
ー
プ
の
成
員
を
正
確
に
分
類
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
ま
っ
た
く

見
出
さ
れ
な
い
。
先
の
国
王
グ
ル
ー
プ
の
成
員
の
大
半
が
書
か
れ
て
い

な
い
の
も
、
そ
の
成
員
自
体
は
決
ま
っ
て
い
な
が
ら
も
、
各
人
に
授
封

さ
れ
る
カ
バ
レ
リ
ア
の
具
体
的
な
数
値
が
決
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら

か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
内
部
に
お
け

る
成
員
お
よ
び
数
値
の
決
定
に
は
時
間
的
な
偏
差
が
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え

当
該
セ
ク
シ
ョ
ン
の
内
容
は
あ
く
ま
で
も
分
配
過
程
全
体
の
中
途
の
段
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で
あ
ろ
う（

（3
（

。

（
三
）
ラ
テ
ン
語
＝
ア
ラ
ビ
ア
語
版
の
生
成

　

以
上
の
よ
う
に
、
ラ
テ
ン
語
＝
ア
ラ
ビ
ア
語
版
は
、
テ
ク
ス
ト
ど
こ

ろ
か
セ
ク
シ
ョ
ン
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
異
な
る
段
階
で
、
異
な
る
目

的
に
そ
く
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
の
集
成
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
も
そ
も

全
体
が
こ
の
よ
う
に
複
合
的
な
性
格
を
帯
び
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
が
問

わ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
各
所
の
書
体
に
注
目
す
る
と
、
ラ
テ
ン
語

テ
ク
ス
ト
（
ａ
）
と
（
ｂ
）
は
い
ず
れ
も
一
三
世
紀
の
ゴ
シ
ッ
ク
草
書

体
で
書
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
書
体
の
特
徴
か
ら
、
異
な
る
コ

ピ
ス
ト
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
で
あ
る
。
ま
た
、（
ａ
）

で
列
挙
さ
れ
る
ア
ル
ケ
リ
ア
お
よ
び
ラ
ハ
ル
の
い
く
つ
か
の
部
分
で
、

（
ｂ
）
の
筆
と
よ
く
似
た
筆
跡
で
修
正
・
加
筆
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、

（
ｂ
）
は
（
ａ
）
よ
り
も
時
間
的
に
後
に
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
疑

い
な
い
。
他
方
、
ア
ラ
ビ
ア
語
テ
ク
ス
ト
に
か
ん
し
て
は
、
書
体
か
ら

具
体
的
な
作
成
年
代
を
同
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
少
な
く
と

も
そ
こ
に
付
さ
れ
た
ラ
テ
ン
語
文
言
は
同
時
期
の
ゴ
シ
ッ
ク
草
書
体
で

あ
る
。
と
な
れ
ば
、
い
ず
れ
も
時
間
的
に
さ
ほ
ど
隔
絶
し
て
な
い
と
は

い
え
、
各
セ
ク
シ
ョ
ン
が
一
貫
し
た
配
慮
の
も
と
に
系
統
的
に
編
纂
さ

れ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

こ
の
点
を
ふ
ま
え
て
、
ラ
テ
ン
語
＝
ア
ラ
ビ
ア
語
版
が
編
纂
さ
れ
た

経
緯
を
あ
ら
た
め
て
整
理
す
る
と
、
一
二
三
〇
年
七
月
一
日
ま
で
に
ポ

ル
ト
ガ
ル
王
太
子
ペ
ド
ロ
の
封
土
授
与
に
際
し
て
計
画
的
に
作
成
さ
れ

た
の
は
、
全
体
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
こ
の
期
日
が
明
記
さ
れ
て
い

階
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
前
述
の
よ
う
に
、『
勲

功
録
』
で
、
マ
デ
ィ
ー
ナ
攻
略
後
に
国
王
か
ら
の
下
賜
が
決
定
さ
れ
た

聖
ヨ
ハ
ネ
騎
士
団
に
つ
い
て
は
、
貴
族
の
名
前
が
羅
列
さ
れ
て
い
る
箇

所
に
「
寄
進
」（donation

）
の
文
言
と
と
も
に
記
さ
れ
て
い
た
り
、
全

体
の
カ
バ
レ
リ
ア
合
計
の
末
尾
に
も
、「
国
王
が
聖
ヨ
ハ
ネ
騎
士
団
に

授
け
た
五
二
カ
バ
レ
リ
ア
と
と
も
に（

（2
（

」
の
文
言
が
付
さ
れ
て
い
る
。
お

そ
ら
く
こ
れ
は
、
す
で
に
あ
る
程
度
作
成
さ
れ
て
い
た
記
録
に
追
加
さ

れ
た
も
の
に
ち
が
い
な
い
。

　

以
上
か
ら
、
カ
バ
レ
リ
ア
目
録
作
成
の
時
系
列
は
、
次
の
よ
う
に
整

理
さ
れ
る
。
ま
ず
、
前
提
と
し
て
、
ア
ラ
ビ
ア
語
テ
ク
ス
ト
に
反
映
さ

れ
て
い
る
よ
う
な
、
最
初
の
お
お
ま
か
な
分
配
内
容
で
代
表
者
と
な
っ

て
い
る
五
人
は
、
国
王
以
外
に
か
ん
し
て
は
、
お
そ
ら
く
征
服
事
業
の

参
加
時
に
、
騎
兵
を
も
っ
と
も
多
く
供
出
し
た
者
で
占
め
ら
れ
て
い
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る（

（3
（

。
そ
し
て
、
国
王
の
留
保
分
が
全
体
の
お
よ
そ
二

分
の
一
、
他
四
人
の
聖
俗
貴
族
ら
は
全
体
の
お
よ
そ
八
分
の
一
と
し
て

大
枠
が
確
定
さ
れ
、
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
、
時
間
差
は
あ
る
も
の
の
グ

ル
ー
プ
化
が
図
ら
れ
、
各
人
の
カ
バ
レ
リ
ア
の
数
値
が
、
征
服
後
に
島

に
常
駐
す
べ
き
騎
士
の
数
を
基
準
に
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る（

（3
（

。
お
そ

ら
く
そ
の
記
録
は
、
聖
ヨ
ハ
ネ
騎
士
団
が
来
島
す
る
以
前
に
、
す
で
に

作
成
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
ア
ン
ポ
ス
タ
管
区
長
は

一
二
三
〇
年
三
月
一
日
の
解
放
文
書
の
副
署
欄
で
す
で
に
確
認
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
情
報
の
追
加
も
マ
デ
ィ
ー
ナ
攻
略
か
ら
比
較
的
早
期

の
段
階
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
全
体
と
し
て
み
れ
ば
、
ア
ラ
ビ
ア

語
テ
ク
ス
ト
と
同
じ
く
、
征
服
ま
も
な
い
時
期
の
内
容
と
い
っ
て
よ
い
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す
る
に
は
配
慮
に
欠
け
る
と
こ
ろ
の
多
い
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
。
だ
が
、

こ
の
点
こ
そ
が
、
次
な
る
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
語
版
の
生
成
の
問
題
に
大
き

く
関
わ
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。

三　
　

カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
語
版

　

カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
語
版
は
、
マ
リ
ョ
ル
カ
王
国
文
書
館
所
蔵
史
料
の

一
八
番
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。
体
裁
は
二
九
一
×
二
一
〇
ミ
リ
の

羊
皮
紙
製
で
、
全
九
二
葉
、
う
ち
六
九
葉
裏
か
ら
七
〇
葉
裏
ま
で
は
白

紙
で
あ
る
。
二
つ
の
コ
ラ
ム
に
分
か
た
れ
た
各
紙
面
は
、
均
整
の
と
れ

た
ゴ
シ
ッ
ク
書
体
で
整
然
と
書
か
れ
て
い
て
、
各
項
目
に
は
彩
色
イ
ニ

シ
ア
ル
が
施
さ
れ
る
と
同
時
に
、
各
所
に
ル
ブ
リ
ッ
ク
が
付
さ
れ
て
い

る
。
末
尾
に
記
さ
れ
て
い
る
文
言
か
ら
は
、
ジ
ャ
ウ
マ
一
世
の
次
子
で

あ
る
王
太
子
ジ
ャ
ウ
マ
（
の
ち
の
マ
リ
ョ
ル
カ
王
国
国
王
ジ
ャ
ウ
マ
二

世
）
の
統
治
期
に
あ
た
る
一
二
六
七
年
五
月
一
八
日
に
、
国
王
ジ
ャ
ウ

マ
一
世
が
作
成
を
命
じ
、
の
ち
の
一
二
六
九
年
四
月
一
八
日
に
王
太
子

の
書
記
ペ
ラ
・
ダ
・
カ
ル
ダ
ス
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で

き
る（

（3
（

。
筆
跡
か
ら
す
る
と
、
お
そ
ら
く
彼
一
人
の
手
で
全
編
に
わ
た
っ

て
記
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
語
版
の
構
成
お
よ
び
各
セ
ク
シ
ョ
ン
の
内
容
は
表
四

の
と
お
り
で
あ
る（

（3
（

。
末
尾
の
（
ｔ
）
で
は
、
こ
の
写
本
が
二
つ
の
カ
ッ

ブ
ラ
ウ
を
忠
実
に
筆
写
し
た
も
の
で
あ
る
と
明
言
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。
各

カ
ッ
ブ
ラ
ウ
の
具
体
的
な
年
代
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
以
下
で
確
認

す
る
内
容
の
時
間
的
枠
組
み
か
ら
、
い
ず
れ
も
征
服
直
後
か
ら
ポ
ル
ト

る
ラ
テ
ン
語
テ
ク
ス
ト
の
（
ａ
）
の
み
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ

ら
に
、
ラ
テ
ン
語
テ
ク
ス
ト
と
ア
ラ
ビ
ア
語
テ
ク
ス
ト
の
間
に
は
多
く

の
白
紙
ペ
ー
ジ
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
、
お
そ
ら
く
ラ
テ
ン
語
テ
ク
ス

ト
（
ａ
）
の
作
成
時
に
さ
ら
な
る
情
報
を
追
加
す
る
こ
と
が
見
越
さ
れ

て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
ラ
テ
ン
語
テ
ク
ス
ト
（
ｂ
）
カ

バ
レ
リ
ア
目
録
は
、（
ａ
）
が
作
成
さ
れ
た
後
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
太
子

ペ
ド
ロ
が
把
握
す
べ
き
、
分
配
に
か
か
わ
る
付
属
の
情
報
と
し
て
追
加

さ
れ
た
部
分
と
解
釈
さ
れ
よ
う
。
だ
が
、
当
該
セ
ク
シ
ョ
ン
が
付
さ
れ

た
段
階
に
は
、
す
で
に
都
市
共
同
体
や
貴
族
へ
の
土
地
の
分
配
は
あ
る

程
度
終
了
し
、
各
人
の
カ
バ
レ
リ
ア
の
数
値
も
決
定
さ
れ
て
い
た
は
ず

で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
具
体
性
・
正
確
性
が
や
や
欠
如
し

た
征
服
当
初
の
リ
ス
ト
を
あ
え
て
筆
写
し
た
の
は
、
も
し
か
し
た
ら
、

一
般
に
台
帳
系
史
料
生
成
の
根
拠
と
み
な
さ
れ
る
現
状
把
握
よ
り
、
征

服
に
時
間
的
に
最
も
近
い
、
分
散
し
た
過
去
の
情
報
を
網
羅
す
る
こ
と

に
、
編
纂
者
が
意
を
砕
い
て
い
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。
ア
ラ
ビ
ア
語

テ
ク
ス
ト
に
つ
い
て
も
、
そ
の
配
列
か
ら
見
て
、
ラ
テ
ン
語
テ
ク
ス
ト

（
ａ
）
が
作
成
さ
れ
た
後
に
追
加
さ
れ
た
部
分
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ

る
が
、
当
該
テ
ク
ス
ト
の
内
容
も
マ
デ
ィ
ー
ナ
攻
略
直
後
の
も
の
で
あ

り
、や
は
り
過
去
の
記
録
を
あ
え
て
追
加
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
具
体
性
が
欠
如
し
た
内
容
や
、
二
言
語
利
用
と
い

う
体
裁
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
太
子
ペ
ド
ロ
の
た
め
に
情
報
を
網
羅
す
る

と
い
う
観
点
か
ら
す
る
と
、
そ
う
し
た
目
的
と
機
能
の
大
き
な
妨
げ
と

な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ラ
テ
ン
語
＝
ア
ラ
ビ
ア
語
版
は
分

配
内
容
の
概
要
を
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
現
状
を
正
確
に
把
握
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リ
ア
の
名
前
と（

（3
（

、
ア
ラ
ビ
ア
語
テ
ク
ス
ト
の
第
三
〇
葉
表
に
記
さ
れ
た

「
以
上
…
」（Explicit…

）
の
ラ
テ
ン
語
文
言
が
い
ず
れ
も
カ
タ
ル
ー

ニ
ャ
語
に
翻
訳
さ
れ
た
か
た
ち
で
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る（

（3
（

。
と
な
る

と
、
こ
れ
ら
の
セ
ク
シ
ョ
ン
は
ラ
テ
ン
語
＝
ア
ラ
ビ
ア
語
版
の
ラ
テ
ン

語
テ
ク
ス
ト
の
み
を
参
照
し
た
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
ラ
テ
ン
語

＝
ア
ラ
ビ
ア
語
版
全
体
を
ベ
ー
ス
に
、
そ
の
各
所
に
散
在
す
る
ラ
テ
ン

語
文
言
を
も
含
め
た
か
た
ち
で
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

続
い
て
、
ア
ル
ケ
リ
ア
お
よ
び
ラ
ハ
ル
の
リ
ス
ト
に
よ
く
似
た
セ
ク

シ
ョ
ン
で
あ
る
、（
ｆ
）
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
太
子
ペ
ド
ロ
の
財
産
リ
ス
ト

で
あ
る（

（4
（

。
こ
こ
で
は
基
本
的
に
、（
ａ
）
に
お
い
て
国
王
、
ま
た
は
国

王
か
ら
財
産
を
分
与
さ
れ
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
太
子
ペ
ド
ロ
に
割
り
当
て

ら
れ
た
土
地
の
み
が
抽
出
さ
れ
、
計
九
〇
の
地
目
・
地
名
お
よ
び
面
積

が
そ
れ
ぞ
れ
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
配
列
は
総
じ
て
（
ａ
）
と
同
じ
だ
か

ら
、
お
そ
ら
く
そ
れ
を
も
と
に
書
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、

（
ａ
）
で
は
国
王
ま
た
は
ペ
ド
ロ
の
留
保
分
と
な
っ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
当
該
セ
ク
シ
ョ
ン
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
箇
所
が
七
例（

（4
（

、
逆

に
（
ａ
）
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
の
に
、
当
該
セ
ク
シ
ョ
ン
に
は
含
ま

れ
て
い
る
箇
所
も
七
例
確
認
さ
れ
る（

（4
（

。
さ
ら
に
、
セ
ク
シ
ョ
ン
（
ａ
）

で
他
の
人
物
に
分
配
さ
れ
て
い
た
は
ず
の
ア
ル
ケ
リ
ア
お
よ
び
ラ
ハ
ル

が
、
セ
ク
シ
ョ
ン
（
ｆ
）
の
ペ
ド
ロ
の
分
与
財
産
に
含
ま
れ
て
い
る
箇

所
が
、
三
三
例
に
も
お
よ
ぶ（

（4
（

。
お
そ
ら
く
こ
う
し
た
内
容
の
齟
齬
は
、

一
定
の
時
間
が
経
過
し
て
か
ら
、
他
の
証
書
類
の
内
容
に
そ
く
し
て
、

情
報
の
更
新
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、（
ｎ
）
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
お
い
て
も
、
セ
ク
シ
ョ
ン
（
ａ
）

ガ
ル
王
太
子
ペ
ド
ロ
期
ま
で
の
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
写
本
は

一
見
す
る
と
、
類
似
す
る
項
目
お
よ
び
記
述
内
容
の
重
複
が
非
常
に
多

く
、
全
体
が
同
一
の
内
容
の
く
り
か
え
し
で
構
成
さ
れ
て
い
る
か
の
よ

う
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
以
下
で
は
、
内
容
の
う
え
で
は
重
複
す
る
部

分
が
い
か
な
る
点
で
相
互
に
異
な
る
か
に
注
目
し
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
語

版
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
る
二
つ
の
カ
ッ
ブ
ラ
ウ
の
生
成
過
程
を
、
前
述

の
ラ
テ
ン
語
＝
ア
ラ
ビ
ア
語
版
の
内
容
を
も
考
慮
に
入
れ
つ
つ
、
と
く

に
二
つ
の
項
目
に
絞
っ
て
検
討
し
よ
う
。

（
一
）
記
述
内
容
の
重
複
と
齟
齬

　

①
ア
ル
ケ
リ
ア
お
よ
び
ラ
ハ
ル
の
リ
ス
ト
／
カ
バ
レ
リ
ア
目
録

　

ま
ず
、（
ａ
）
ア
ル
ケ
リ
ア
お
よ
び
ラ
ハ
ル
の
リ
ス
ト
と
、（
ｂ
）
カ

バ
レ
リ
ア
目
録
の
セ
ク
シ
ョ
ン
を
併
せ
て
と
り
あ
げ
よ
う
。
こ
れ
ら
は

い
ず
れ
も
、
基
本
的
に
は
前
述
の
ラ
テ
ン
語
＝
ア
ラ
ビ
ア
語
版
の
ラ
テ

ン
語
テ
ク
ス
ト
（
ａ
）
と
（
ｂ
）
の
記
述
内
容
お
よ
び
配
列
と
ほ
ぼ
す

べ
て
一
致
す
る
。
た
し
か
に
、（
ａ
）
で
は
見
落
と
し
に
よ
る
も
の
と

想
定
さ
れ
る
箇
所
が
確
認
さ
れ
る
し
、（
ｂ
）
に
お
い
て
も
数
値
の
見

落
と
し
や
書
き
違
い
が
数
箇
所
見
ら
れ
る
が（

（3
（

、
い
ず
れ
も
特
別
に
追
加

さ
れ
た
情
報
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
ラ
テ
ン
語
＝
ア
ラ
ビ
ア
語
版

の
う
ち
、
と
り
わ
け
ラ
テ
ン
語
テ
ク
ス
ト
（
ａ
）
と
（
ｂ
）
を
、
そ
の

ま
ま
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
語
に
翻
訳
し
た
部
分
と
み
な
し
て
よ
い
で
あ
ろ

う
。
と
は
い
え
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
語
版
（
ｂ
）
の
末
尾
に
は
、
ラ
テ
ン

語
＝
ア
ラ
ビ
ア
語
版
の
本
来
白
紙
部
分
で
あ
る
第
二
八
葉
裏
に
、
メ
モ

書
き
の
よ
う
に
一
つ
だ
け
記
さ
れ
て
い
る
ポ
レ
ン
サ
の
領
域
の
ア
ル
ケ
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表
４
　
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
語
版
構
成

フ
ォ

リ
オ

間
構

成
セ

ク
シ

ョ
ン

題
辞

内
容

α

（
a）

f. 1ra- 
f. 24va

国
王

に
帰

属
す

る
ア

ル
ケ

リ
ア

と
ラ

ハ
ル

A
questa es la part del Senyor R

ey. els nom
s dels possesidors e de 

les alqueries de qualqueus placia heretat per lo Senyor R
ey 

conquerides aqui es anom
enat en qualque m

anera ho aien e ho 
posseexen en lo term

e de la C
iotat. Lo qual fo ordinat en les 

chalendes de Juliol. en layn de nostre Senyor M
il.C

C
.X

X
X

.II.

・
�ラ

テ
ン

語
・

ア
ラ

ビ
ア

語
版

の
ラ

テ
ン

語
テ

ク
ス

ト
（

a）（
b）

と
 対

応
・

領
域

ご
と

に
ル

ブ
リ

ッ
ク

・
�ラ

テ
ン

語
＝

ア
ラ

ビ
ア

語
版

 f. 28 v
の

ポ
レ

ン
サ

の
ア

ル
ケ

リ
ア

の
記

述
お

よ
び

ア
ラ

ビ
ア

語
テ

ク
ス

ト
内

の
「

以
上

…
」（

explicit…
）

の
文

言
が

（
b）

の
末

尾
に

カ
タ

ル
ー

ニ
ャ

語
で

付
さ

れ
て

い
る

（
b）

f. 24vb- 
f. 26rb

コ
ラ

ム
変

え
カ

バ
レ

リ
ア

目
録

M
em

orial de tots los crestians caualers los quals foren en la preso 
de la C

iutat de M
alorcha.

（
c）

f. 26va- 
f. 30va

ペ
ー

ジ
変

え
都

市
領

域
の

粉
挽

水
車

の
分

配
A

quests son los m
olins en lo term

e de la C
iutat de M

alorcha.
・

�３
つ

の
水

路
ご

と
に

粉
挽

水
車

と
受

益
者

の
名

前
が

列
挙

 / 計
62

・
�受

益
者

の
１

人
ベ

ア
ル

ン
副

伯
の

名
前

が
ガ

ス
ト

ン
・

ダ
・

モ
ン

カ
ー

ダ

（
d）

f. 30va- 
f. 31ra

連
続

都
市

共
同

体
と

貴
族

の
カ

バ
レ

リ
ア

目
録

・
�（b）

に
記

さ
れ

て
い

な
い

都
市

共
同

体
と

貴
族

の
カ

バ
レ

リ
ア

が
記

録
・

�バ
ル

セ
ロ

ー
ナ

、
マ

ン
セ

ラ
、

タ
ラ

ゴ
ー

ナ
の

み
に

ル
ブ

リ
ッ

ク

（
e）

f. 31rb- 
f. 37rb

１
行

空
『

土
地

区
画

の
書

』
Lo libre de les quarterades（

ル
ブ

リ
ッ

ク
）

・
1230年

ジ
ャ

ウ
マ

１
世

の
命

・
�ジ

ャ
ウ

マ
１

世
の

腕
の

長
さ

（
約

2.10m
）

＝
1 braçaが

寸
法

の
基

準
 

・
� quarteradaは

「
40 bracesに

等
し

い
４

つ
の

latsを
含

む
平

方
の

土
地

面
積

」

（
f）

f. 37rb- 
f. 39ra 

連
続

ポ
ル

ト
ガ

ル
王

太
子

ペ
ド

ロ
の

所
有

地

C
oneguda cosa es aquestes honors de cases adeheretats e de forns 

e de obradors del Senyor Infant e dels seus especialm
ent assignats 

en la yla de M
alorcha.

・
地

目
お

よ
び

地
名

、
面

積
の

２
項

目
・

配
列

は
（

a）
と

対
応

・
領

域
ご

と
に

ル
ブ

リ
ッ

ク

（
g）

f. 39ra- 
f. 40vb

連
続

都
市

領
域

と
マ

リ
ョ

ル
カ

全
体

に
お

け
る

国
王

の
粉

挽
水

車

A
quests son los m

olins de la partida del R
ey en la yla de 

M
alorcha. prim

eram
ent en lo term

e de la ciutat prim
eram

ent...
・

�都
市

領
域

の
も

の
は

カ
ッ

ブ
ラ

ウ
α（

c）
で

言
及

さ
れ

る
粉

挽
水

車
と

基
本

的
に

対
応

・
領

域
ご

と
に

ル
ブ

リ
ッ

ク

（
h）

f. 40vb- 
f. 41ra

コ
ラ

ム
変

え
シ

ウ
タ

ッ
ト

に
お

け
る

国
王

に
帰

属
す

る
か

ま
ど

A
quests forns i ha lo senyor R

ey per partida sua en cuitat de 
m

alorcha.
（

ル
ブ

リ
ッ

ク
）

計
20の

か
ま

ど
が

列
挙

（
i）

f. 41rb-
f. 41va

連
続

シ
ウ

タ
ッ

ト
に

お
け

る
国

王
に

帰
属

す
る

菜
園

A
quests los orts del R

ey en la ciutat.
（

ル
ブ

リ
ッ

ク
）

計
６

の
菜

園
が

列
挙

（
j）

f. 41va 
連

続
国

王
に

帰
属

す
る

浴
場

Son ueram
ent II bayns en la partida del R

ey.（
ル

ブ
リ

ッ
ク

）
計

２
つ

の
浴

場
が

列
挙

（
k）

f. 41va- 
f. 45rb

連
続

シ
ウ

タ
ッ

ト
に

お
け

る
国

王
の

家
屋

A
quest son los albergs eleguts m

aiorm
ent o cases de la partida del 

senyor R
ey en la ciutat de M

alorcha.

・
�f. 41va- f. 43ra：

国
王

の
留

保
分

の
う

ち
で

選
ば

れ
た

家
屋

の
名

前
と

受
益

者
の

名
前

 （
ア

ル
ム

ダ
イ

ナ（
市

壁
内

）の
５

つ
 / ヴ

ィ
ラ（

市
壁

外
）の

10つ
 ） / カ

ダ
ナ

ス（
C

adenes）
の

市
門

に
お

け
る

計
21の

家
屋

（
地

理
的

記
述

と
そ

こ
に

位
置

す
る

家
屋

の
数

が
列

挙
）

・
�f. 43ra-f. 45ra：

ア
ル

ム
ダ

イ
ナ

以
外

の
国

王
の

留
保

分
の

家
屋

 / 計
1008の

家
屋

 / 地
理

的
記

述
と

そ
こ

に
位

置
す

る
家

屋
の

数
が

列
挙

・
�f. 45ra- f. 45rb：

受
益

者
の

カ
バ

レ
リ

ア
に

応
じ

て
分

配
す

る
家

屋
の

数
が

列
挙

（
l）

f. 45rb- 
f. 45va

連
続

国
王

の
請

願
・

�前
述

の
継

承
物

、
家

屋
、

か
ま

ど
、

菜
園

、
粉

挽
水

車
を

求
め

る
文

言



　13世紀『マリョルカ分配記録』の生成―財産目録の複合性と象徴性―（久納）

71

β

（
m

）
f. 45va- 
f. 49ra 

連
続

土
地

区
画

に
か

ん
す

る
記

述

・
ポ

ル
ト

ガ
ル

王
太

子
ペ

ド
ロ

の
命

・
�カ

ッ
ブ

ラ
ウ

α（
e）

と
異

な
る

長
さ

の
ロ

ー
プ

を
使

用
 / 測

定
に

使
用

さ
れ

る
ロ

ー
プ

が
ジ

ャ
ウ

マ
１

世
の

20 bracesま
た

は
ヌ

ノ
・

サ
ン

ス
の

22 bracesを
基

準

（
n）

f. 49ra- 
f. 69ra

連
続

国
王

に
帰

属
す

る
ア

ル
ケ

リ
ア

と
ラ

ハ
ル

En lo term
e de la C

iutat.（
ル

ブ
リ

ッ
ク

）
A

questa es la part la 
qual ha lo senyor R

ey en la C
iutat de M

alorcha et en tot lo term
e 

daquela zo es assaber la m
aytat de la C

iutat e aquestes alqueries 
les quals son en lo term

e daquela e enseguent en tota la pla de 
M

alorcha.

・
�基

本
的

に
地

目
お

よ
び

地
名

、
面

積
の

２
項

目
・

配
列

は
（

a）
と

対
応

・
領

域
ご

と
に

ル
ブ

リ
ッ

ク
・

�領
域

ご
と

の
末

尾
に

特
定

の
貴

族
と

都
市

共
同

体
を

分
類

項
目

と
し

て
（

ル
ブ

リ
ッ

ク
有

）
そ

れ
ぞ

れ
に

分
与

さ
れ

る
ア

ル
ケ

リ
ア

と
ラ

ハ
ル

が
付

記

（
o）

f. 71ra- 
f. 71va 

１
葉

半
余

白
シ

ウ
タ

ッ
ト

に
お

け
る

家
屋

Elegudes foren en la C
iutat de M

alorcha de com
u atorgam

ent del 
Senyor R

ey e de tots los nobles xxx albergs dels quals lo Senyor 
R

ey ac per part sua xv albergs les quals departi ab los seus 
cavalers e hom

ens segons albitre de la sua uolentat.

・
�シ

ウ
タ

ッ
ト

に
お

け
る

30の
家

屋
の

う
ち

国
王

の
留

保
分

で
あ

る
15の

家
屋

と
そ

の
受

益
者

が
列

挙
・

�ア
ル

ム
ダ

イ
ナ

（
市

壁
内

）
の

５
つ

 / ヴ
ィ

ラ
（

市
壁

外
）

の
10つ

（
p）

f. 71va.- 
f. 82rb

３
行

空
シ

ウ
タ

ッ
ト

の
土

地
分

配
D

el fet de la diusio de la C
iutat.

（
ル

ブ
リ

ッ
ク

）

・
�f. 71va- f. 73vb：

ア
ラ

ビ
ア

語
テ

ク
ス

ト
（

f）
の

国
王

の
留

保
分

の
分

配
内

容
と

境
界

画
定

に
対

応
・

�f. 73vb- f. 82rb：
国

王
に

帰
属

す
る

家
屋

、
浴

場
、

工
房

、
か

ま
ど

の
数

が
地

理
的

記
述

と
と

も
に

列
挙

・
�工

房
と

家
屋

に
つ

い
て

は
、

国
王

、
特

定
の

貴
族

お
よ

び
都

市
共

同
体

を
分

類
項

目
と

し
て

（
ル

ブ
リ

ッ
ク

有
）

分
配

内
容

が
列

挙

（
q）

f. 82rb- 
f. 83vb

１
行

空
都

市
領

域
以

外
の

島
内

の
土

地
分

配
A

sci com
enzam

 a partir la terra de fora la C
iutat m

aia m
it etze 

M
aiorcha quizm

an.

・
�ア

ラ
ビ

ア
語

テ
ク

ス
ト

（
h）

と
対

応
 / ベ

ア
ル

ン
副

伯
の

名
前

が
父

ギ
リ

ェ
ム

・
ダ

・
モ

ン
カ

ー
ダ

・
�国

王
と

４
人

の
聖

俗
貴

族
の

島
の

分
割

分
を

ジ
ュ

ー
ズ

で
分

類

（
r）

f. 83vb- 
f. 87va

連
続

都
市

領
域

の
粉

挽
水

車
の

分
配

Los m
olins del term

e de la Ciutat.（
ル

ブ
リ

ッ
ク

） A
sci com

ensam
 

la partida dels m
olins del term

e de M
alorcha los quals rom

aseren 
apartit…

・
�f. 83vb- f. 84vb ：

カ
ッ

ブ
ラ

ウ
α（

c）
と

同
じ

３
つ

の
水

路
を

分
類

項
目

に
粉

挽
水

車
の

名
前

が
列

挙
・

�f. 84vb- f. 87va：
国

王
と

４
人

の
聖

俗
貴

族
を

分
類

項
目

と
し

て
粉

挽
水

車
の

名
前

が
列

挙
・

�全
体

の
形

式
は

ア
ラ

ビ
ア

語
テ

ク
ス

ト
（

g）
に

対
応

か
 / ベ

ア
ル

ン
副

伯
の

名
前

が
父

ギ
リ

ェ
ム

・
ダ

・
モ

ン
カ

ー
ダ

（
s）

f. 87vb- 
f. 90ra 

コ
ラ

ム
変

え
都

市
領

域
の

境
界

画
定

・
�ア

ラ
ビ

ア
語

テ
ク

ス
ト

（
d）

と
対

応
 / ベ

ア
ル

ン
副

伯
の

名
前

が
父

ギ
リ

ェ
ム

・
ダ

・
モ

ン
カ

ー
ダ

・
�国

王
と

４
人

の
聖

俗
貴

族
を

代
表

に
境

界
画

定

（
t）

f. 90rb- 
f.91rb 

コ
ラ

ム
変

え
署

名
と

日
付

・
�国

王
ジ

ャ
ウ

マ
１

世
に

よ
り

1267年
５

月
18日

に
作

成
が

命
じ

ら
れ

る
・

�王
太

子
ジ

ャ
ウ

マ
の

書
記

ペ
ラ

・
ダ

・
カ

ル
ダ

ス
に

よ
り

　
1269年

４
月

18日
に

作
成

・
�２

つ
の

カ
ッ

ブ
ラ

ウ
を

忠
実

に
筆

写
し

た
も

の
で

あ
る

こ
と

の
記

述

※
フ

ォ
リ

オ
に

お
け

る
a, b

は
コ

ラ
ム
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語
版
（
ａ
）
を
基
礎
と
し
て
い
る
の
は
疑
い
な
い（

（4
（

。

　

他
方
、
カ
バ
レ
リ
ア
目
録
に
つ
い
て
は
、（
ｄ
）
の
セ
ク
シ
ョ
ン
で

は
と
く
に
、（
ｂ
）
で
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
国
王
麾
下
の
グ
ル
ー
プ

に
属
す
る
都
市
共
同
体
と
貴
族
の
カ
バ
レ
リ
ア
の
数
値
が
列
挙
さ
れ
て

い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
で
は
（
ｂ
）
と
は
異
な
り
、
特
別
な
表
題
は

記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
さ
ら
に
征
服
後
に
島
に
常
駐
す
る
騎
士
の
数
も
記

さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
各
所
で
不
正
確
な
カ
バ
レ
リ
ア
の
合
計
が
記

さ
れ
て
い
る
う
え
に
、『
ラ
メ
ン
ブ
ラ
ン
サ
』
の
網
羅
的
な
カ
バ
レ
リ

ア
目
録
と
照
ら
す
と
、
国
王
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
都
市
共
同
体
と
貴
族

の
カ
バ
レ
リ
ア
の
数
値
を
す
べ
て
記
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
い
さ

さ
か
無
秩
序
に
も
み
え
る
こ
う
し
た
形
式
は
、
当
該
セ
ク
シ
ョ
ン
そ
の

も
の
、
ま
た
は
そ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
が
あ
く
ま
で
も
覚
書
程
度
に
す
ぎ
な

か
っ
た
こ
と
を
想
定
さ
せ
る
。
と
は
い
え
、
当
該
セ
ク
シ
ョ
ン
が
組
み

込
ま
れ
た
の
は
、（
ｂ
）
に
は
欠
け
て
い
る
情
報
を
補
完
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
は
許
さ
れ
よ
う
。

　

②
粉
挽
水
車
の
分
配
内
容

　
（
ｃ
）
の
都
市
領
域
に
お
け
る
粉
挽
水
車
の
分
配
内
容
に
つ
い
て
は
、

ラ
テ
ン
語
＝
ア
ラ
ビ
ア
語
版
の
ア
ラ
ビ
ア
語
テ
ク
ス
ト
（
ｇ
）
の
内
容

と
比
較
す
る
と
、
明
ら
か
に
情
報
量
が
増
し
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、

ア
ラ
ビ
ア
語
テ
ク
ス
ト
（
ｇ
）
に
お
い
て
は
、
国
王
と
四
人
の
聖
俗
貴

族
を
分
類
項
目
と
し
て
、
粉
挽
水
車
の
名
前
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
が
、

い
ず
れ
も
配
置
さ
れ
て
い
る
水
路
の
名
称
が
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の

数
も
四
五
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
語

と
同
じ
内
容
の
ア
ル
ケ
リ
ア
と
ラ
ハ
ル
が
、受
益
者
の
名
前
を
除
い
た
、

地
目
・
地
名
お
よ
び
面
積
の
二
本
立
て
で
列
挙
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ

で
は
（
ａ
）
で
明
記
さ
れ
て
い
な
い
、
テ
ン
プ
ル
騎
士
団
や
タ
ラ
ゴ
ー

ナ
司
教
座
聖
堂
参
事
会
長
、
複
数
の
都
市
共
同
体
に
分
配
さ
れ
た
計

三
二
六
に
も
お
よ
ぶ
ア
ル
ケ
リ
ア
と
ラ
ハ
ル
が
、
領
域
ご
と
の
末
尾
に

付
け
加
え
ら
れ
る
よ
う
な
形
で
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
セ

ク
シ
ョ
ン
は
同
じ
内
容
の
リ
ス
ト
と
い
え
ど
も
、
あ
く
ま
で
も
異
な
る

情
報
を
付
記
す
る
こ
と
に
重
点
が
お
か
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
な

お
、
こ
の
追
加
箇
所
以
外
に
か
ん
し
て
は
、
配
列
が
（
ａ
）
と
ほ
ぼ
す

べ
て
一
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ラ
テ
ン
語
テ
ク
ス
ト
（
ａ
）
ま
た
は

カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
語
版
（
ａ
）
が
参
照
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
だ
が
、ラ
テ
ン
語
テ
ク
ス
ト（
ａ
）に
も
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
語
版（
ａ
）

に
も
確
認
さ
れ
な
い
ア
ル
ケ
リ
ア
お
よ
び
ラ
ハ
ル
が
全
体
で
一
〇
例
含

ま
れ
て
い
る
た
め（

（4
（

、
他
の
情
報
源
を
も
駆
使
し
て
、
追
加
箇
所
以
外
に

も
情
報
を
加
え
よ
う
と
す
る
意
図
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る（

（4
（

。

　

ア
ル
ケ
リ
ア
お
よ
び
ラ
ハ
ル
の
リ
ス
ト
は
、
以
上
の
よ
う
に
カ
タ

ル
ー
ニ
ャ
語
版
に
お
い
て
は
、
ラ
テ
ン
語
＝
ア
ラ
ビ
ア
語
版
の
ラ
テ
ン

語
テ
ク
ス
ト
を
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
語
に
翻
訳
し
て
筆
写
す
る
と
同
時
に
、

同
一
の
内
容
で
あ
り
な
が
ら
も
、
各
セ
ク
シ
ョ
ン
で
情
報
を
補
完
、
場

合
に
よ
っ
て
は
抽
出
・
更
新
す
る
と
い
っ
た
作
業
が
必
要
に
そ
く
し
て

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
と
き
に
は
他
の
情
報
源
が
用
い

ら
れ
な
が
ら
も
、
配
列
そ
の
も
の
は
一
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
全
体

と
し
て
み
れ
ば
、
時
間
的
に
先
行
す
る
も
の
と
想
定
さ
れ
る
ラ
テ
ン
語

＝
ア
ラ
ビ
ア
語
版
の
ラ
テ
ン
語
テ
ク
ス
ト（
ａ
）ま
た
は
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
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も
の
に
つ
い
て
は
、
先
の
（
ｃ
）
と
同
じ
く
三
つ
の
水
路
を
分
類
項
目

と
し
て（

（4
（

、粉
挽
水
車
の
名
前
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
配
列
に
つ
い
て
は
、

三
つ
の
水
路
の
う
ち
、
カ
ネ
ッ
ト
の
水
路
の
粉
挽
水
車
の
み
が
（
ｃ
）

と
は
逆
の
並
び
に
な
っ
て
い
る
が
、
他
の
二
つ
の
水
路
に
つ
い
て
は

（
ｃ
）
と
ほ
ぼ
同
じ
順
序
で
並
べ
ら
れ
て
お
り
、
基
本
的
に
は
（
ｃ
）

の
セ
ク
シ
ョ
ン
を
基
礎
と
し
て
作
成
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る（

（5
（

。

　

ま
た
、（
ｒ
）
に
お
い
て
も
、
都
市
領
域
の
粉
挽
水
車
の
内
容
が
扱

わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
最
初
に
（
ｃ
）
と
対
応
す
る
よ
う
な
、
都

市
領
域
の
す
べ
て
の
粉
挽
水
車
が
、
や
は
り
三
つ
の
水
路
ご
と
に
列
挙

さ
れ
て
お
り（

（5
（

、
そ
の
配
列
は
先
の
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
語
版
（
ｇ
）
と
同
じ

く
、
カ
ネ
ッ
ト
の
水
路
の
み
逆
の
順
序
で
あ
る
以
外
は
、
す
べ
て
同
じ

順
序
で
並
ん
で
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
に
続
け
て
、
国
王
と
四
人
の

聖
俗
貴
族
を
分
類
項
目
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ど
の
水
路
に
配
置
さ
れ

て
い
る
か
を
明
記
し
な
が
ら
粉
挽
水
車
の
名
前
が
列
挙
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
形
式
は
む
し
ろ
ラ
テ
ン
語
＝
ア
ラ
ビ
ア
語
版
の
ア
ラ
ビ
ア
語
テ
ク

ス
ト
（
ｇ
）
を
想
起
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
こ
で
は
先
の

（
ｃ
）と
の
き
わ
め
て
重
大
な
違
い
が
み
ら
れ
る
。前
述
の
よ
う
に
、（
ｃ
）

で
は
受
益
者
の
一
人
で
あ
る
ベ
ア
ル
ン
副
伯
の
名
が
ガ
ス
ト
ン
・
ダ
・

モ
ン
カ
ー
ダ
と
表
記
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
当
該
セ
ク
シ
ョ
ン
で

は
ア
ラ
ビ
ア
語
テ
ク
ス
ト
（
ｅ
）
と
同
じ
く
、
そ
の
父
ギ
リ
ェ
ム
・
ダ
・

モ
ン
カ
ー
ダ
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
語
版（
ｒ
）に
近
接
す
る
、（
ｐ
）

シ
ウ
タ
ッ
ト
の
分
配
内
容
、（
ｑ
）
都
市
領
域
以
外
の
島
内
の
土
地
の

分
配
内
容
、（
ｓ
）都
市
領
域
の
境
界
画
定
を
も
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

版
（
ｃ
）
で
は
、
明
ら
か
に
地
理
的
な
情
報
が
重
視
さ
れ
て
い
て
、
三

つ
の
水
路
の
名
称
や
流
れ
る
方
角
を
含
む
記
述
と
と
も
に
、
ア
ラ
ビ
ア

語
テ
ク
ス
ト
（
ｇ
）
の
内
容
と
も
重
複
し
な
が
ら
計
六
二
の
粉
挽
水
車

の
名
前
が
明
記
さ
れ
て
い
る（

（4
（

。
し
か
も
、
そ
こ
に
は
、
受
益
者
の
名
前

に
、
前
述
の
五
人
に
加
え
、
テ
ン
プ
ル
騎
士
団
や
タ
ラ
ゴ
ー
ナ
司
教
座

聖
堂
参
事
会
長
、
ジ
ロ
ー
ナ
大
司
教
ら
を
含
む
、
複
数
の
聖
俗
貴
族
が

同
時
に
列
挙
さ
れ
て
お
り
、
や
は
り
ア
ラ
ビ
ア
語
テ
ク
ス
ト
よ
り
も
は

る
か
に
具
体
化
さ
れ
て
い
る
。
と
な
れ
ば
、
当
該
セ
ク
シ
ョ
ン
は
、
ア

ラ
ビ
ア
語
テ
ク
ス
ト
（
ｇ
）
で
記
さ
れ
て
い
る
内
容
と
は
別
で
、
空
間

的
に
は
よ
り
広
範
囲
で
行
わ
れ
た
水
路
の
実
地
調
査
に
基
づ
い
て
作
成

さ
れ
た
か
、
あ
る
い
は
実
地
調
査
の
成
果
を
書
き
写
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る（

（4
（

。
ま
た
当
該
セ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
受
益
者
の
一
人
で
あ
る
ベ
ア

ル
ン
副
伯
の
名
前
の
点
で
、
ア
ラ
ビ
ア
語
テ
ク
ス
ト
（
ｇ
）
と
の
相
違

が
み
ら
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
ア
ラ
ビ
ア
語
テ
ク
ス
ト
（
ｇ
）
で
は
マ

デ
ィ
ー
ナ
攻
略
直
前
の
サ
ン
タ
・
ポ
ン
サ
の
戦
い
で
亡
く
な
っ
た
父
ギ

リ
ェ
ム
・
ダ
・
モ
ン
カ
ー
ダ
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
当
該
セ
ク
シ
ョ
ン

で
は
そ
の
子
ガ
ス
ト
ン
の
名
で
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
一
定
の
情

報
の
更
新
も
加
味
す
れ
ば
、
お
そ
ら
く
当
該
セ
ク
シ
ョ
ン
は
ア
ラ
ビ
ア

語
テ
ク
ス
ト
（
ｇ
）
よ
り
も
時
間
的
に
は
後
の
内
容
で
あ
る
と
想
定
さ

れ
る
。

　

そ
の
他
に
も
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
語
版
（
ｇ
）
で
は
、
先
の
（
ｃ
）
の
中

で
国
王
に
帰
属
す
る
都
市
領
域
の
粉
挽
水
車
に
加
え
、（
ｃ
）
で
は
扱

わ
れ
て
い
な
い
他
の
七
つ
の
領
域
に
お
い
て
国
王
が
留
保
す
る
粉
挽
水

車
が
、
領
域
ご
と
に
分
類
し
た
形
で
追
加
さ
れ
て
い
る
。
都
市
領
域
の
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市
を
分
類
項
目
と
し
て
、
受
益
者
の
財
産
の
内
訳
が
即
座
に
わ
か
る
よ

う
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
。

　

あ
ら
た
め
て
（
ｒ
）
粉
挽
水
車
の
分
配
内
容
を
確
認
し
て
み
る
と
、

や
は
り
同
様
に
ア
ラ
ビ
ア
語
テ
ク
ス
ト
で
は
明
記
さ
れ
な
い
水
路
の
名

前
や
、
国
王
と
ヌ
ノ
・
サ
ン
ス
と
の
間
で
行
わ
れ
た
粉
挽
水
車
の
交
換

の
事
実
な
ど（

（5
（

、た
し
か
に
新
た
な
情
報
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。
む
ろ
ん
、

も
と
も
と
ア
ラ
ビ
ア
語
テ
ク
ス
ト
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
る『
国
王
の
書
』

に
含
ま
れ
て
い
た
情
報
が
、
当
該
セ
ク
シ
ョ
ン
で
単
に
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ

語
に
翻
訳
さ
れ
た
だ
け
か
も
し
れ
な
い
。
け
れ
ど
も
、前
述
の
配
列
や
、

国
王
と
四
人
の
聖
俗
貴
族
の
分
配
内
容
が
、
ア
ラ
ビ
ア
語
テ
ク
ス
ト

（
ｇ
）
と
は
別
に
作
成
さ
れ
た
と
お
ぼ
し
い
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
語
版
（
ｃ
）

と
お
お
む
ね
対
応
し
て
い
る
か
ら
、
お
そ
ら
く
こ
こ
で
は
、
あ
く
ま
で

も
ア
ラ
ビ
ア
語
テ
ク
ス
ト
を
大
枠
と
し
て
、（
ｃ
）
を
参
照
し
な
が
ら

情
報
を
追
加
す
る
と
い
う
や
り
方
で
作
成
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
自
然

で
あ
ろ
う
。

　

以
上
か
ら
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
語
版
に
お
け
る
粉
挽
水
車
の
分
配
に
か

か
わ
る
、
相
互
に
重
複
の
多
い
複
数
の
セ
ク
シ
ョ
ン
は
基
本
的
に
、
実

地
調
査
を
ふ
ま
え
た
内
容
と
お
ぼ
し
い
（
ｃ
）
の
セ
ク
シ
ョ
ン
を
軸
と

し
て
、
そ
こ
か
ら
情
報
が
抽
出
さ
れ
る
か
た
ち
で
、
他
の
二
つ
の
セ
ク

シ
ョ
ン
が
作
成
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
だ
が
、（
ｒ
）
を
含
む
一

連
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
ア
ラ
ビ
ア
語
テ
ク
ス
ト
の
形
式
が
使
用
さ
れ
て
い

る
点
に
は
、
情
報
の
補
完
を
行
い
な
が
ら
も
、
あ
く
ま
で
も
ラ
テ
ン
語

＝
ア
ラ
ビ
ア
語
版
に
の
っ
と
っ
て
作
成
し
よ
う
と
す
る
書
き
手
の
意
図

が
か
い
ま
み
え
る
。
そ
れ
は
、同
一
の
内
容
の
情
報
を
扱
う
な
か
で
も
、

実
際
、（
ｒ
）
の
セ
ク
シ
ョ
ン
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
セ
ク
シ
ョ
ン

も
同
じ
く
、
ラ
テ
ン
語
＝
ア
ラ
ビ
ア
語
版
の
ア
ラ
ビ
ア
語
テ
ク
ス
ト
に

含
ま
れ
る
内
容
と
、
そ
の
文
言
や
書
式
、
配
列
の
点
で
、
そ
れ
ぞ
れ
き

わ
め
て
類
似
し
て
い
る（

（5
（

。
す
な
わ
ち
、
い
ず
れ
も
基
本
的
に
は
国
王
と

四
人
の
聖
俗
貴
族
を
枠
組
み
と
す
る
分
配
内
容
が
記
さ
れ
て
い
て
、
ベ

ア
ル
ン
副
伯
の
名
前
も
ま
た
、
そ
れ
が
確
認
さ
れ
る
い
ず
れ
の
セ
ク

シ
ョ
ン
で
も
、
ア
ラ
ビ
ア
語
テ
ク
ス
ト
と
対
応
し
て
い
る
せ
い
か
、
父

ギ
リ
ェ
ム
の
名
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、（
ｒ
）
の
粉
挽
水
車
の
分

配
内
容
を
含
む
、カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
語
版
（
ｐ
）
か
ら
（
ｓ
）
の
セ
ク
シ
ョ

ン
は
全
体
と
し
て
、
ア
ラ
ビ
ア
語
テ
ク
ス
ト
の
い
く
つ
か
の
内
容
を
、

カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
語
に
翻
訳
し
な
が
ら
書
き
あ
ら
た
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

だ
が
、そ
れ
と
同
時
に
注
目
す
べ
き
は
、こ
れ
ら
の
一
連
の
セ
ク
シ
ョ

ン
で
は
、
ア
ラ
ビ
ア
語
テ
ク
ス
ト
の
内
容
に
加
え
、
い
く
つ
か
の
情
報

が
補
足
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
語
版

（
ｑ
）
都
市
領
域
以
外
の
分
配
内
容
に
か
か
わ
る
セ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、

イ
ス
ラ
ー
ム
期
由
来
の
領
域
区
分
ジ
ュ
ー
ズ
ご
と
に
、
国
王
と
四
人
の

聖
俗
貴
族
ら
の
分
割
分
の
み
が
記
さ
れ
た
ア
ラ
ビ
ア
語
テ
ク
ス
ト
の
内

容
に
、
テ
ン
プ
ル
騎
士
団
に
割
り
当
て
ら
れ
た
領
域
の
記
述
が
一
部
追

加
さ
れ
て
い
る（

（5
（

。
シ
ウ
タ
ッ
ト
の
分
配
内
容
を
扱
う（
ｐ
）の
セ
ク
シ
ョ

ン
に
い
た
っ
て
は
、第
七
三
葉
裏
ま
で
は
ア
ラ
ビ
ア
語
テ
ク
ス
ト
（
ｆ
）

と
ほ
ぼ
一
致
す
る
も
の
の
、
そ
れ
に
続
け
て
シ
ウ
タ
ッ
ト
内
の
国
王
の

留
保
分
と
さ
れ
る
家
屋
、
浴
場
、
工
房
、
か
ま
ど
の
名
前
ま
た
は
数
が

多
数
列
挙
さ
れ
、
そ
の
途
中
に
は
国
王
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
特
定
の
貴

族
、
テ
ン
プ
ル
騎
士
団
、
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
や
タ
ラ
ゴ
ー
ナ
な
ど
の
諸
都
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内
容
が
反
映
さ
れ
て
い
る
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。

　

つ
い
で
、（
ｍ
）
の
セ
ク
シ
ョ
ン
を
確
認
し
て
み
よ
う
。
測
定
の
対

象
と
な
っ
て
い
る
領
域
や
測
量
担
当
者
と
書
記
の
名
前
は
、（
ｅ
）
と

基
本
的
に
一
致
す
る
も
の
の
、
異
な
る
点
も
い
く
つ
か
み
ら
れ
る
。
第

一
に
、
セ
ク
シ
ョ
ン
（
ｍ
）
で
は
、
や
は
り
国
王
ジ
ャ
ウ
マ
一
世
の
留

保
分
の
な
か
で
入
植
者
に
割
り
当
て
る
菜
園
が
測
量
の
対
象
と
な
っ
て

い
る
が
、
そ
の
測
量
の
命
令
主
体
は
、
国
王
ジ
ャ
ウ
マ
一
世
で
は
な
く
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
王
太
子
ペ
ド
ロ
と
な
っ
て
い
る（

（5
（

。
ま
た
、
都
市
領
域
の
測

量
に
際
し
て
管
理
責
任
を
負
っ
た
人
物
の
一
人
ジ
ャ
ウ
マ
・
ダ
・
サ
フ
ァ

レ
チ
な
る
人
物
が
（
ｅ
）
と
（
ｍ
）
双
方
に
現
れ
る
が
、（
ｍ
）
で
は

と
く
に
、「
マ
リ
ョ
ル
カ
の
バ
ッ
リ
ャ
」（
バ
イ
レ
、
す
な
わ
ち
国
王
租

税
の
徴
収
役
人
）の
肩
書
き
と
と
も
に
表
示
さ
れ
て
い
る（

（5
（

。
実
際
、ジ
ャ

ウ
マ
・
ダ
・
サ
フ
ァ
レ
チ
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
太
子
ペ
ド
ロ
が
マ
リ
ョ

ル
カ
全
島
を
国
王
か
ら
受
け
取
る
少
し
前
の
一
二
三
二
年
四
月
、
前
任

の
バ
ラ
ン
ゲ
ー
・
ダ
・
モ
ン
レ
ア
ル
に
代
わ
っ
て
マ
リ
ョ
ル
カ
の
バ
ッ

リ
ャ
に
任
命
さ
れ
て
お
り
、
一
二
四
四
年
ま
で
そ
の
職
務
を
任
ぜ
ら
れ

て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る（

（6
（

。

　

以
上
を
ふ
ま
え
て
、
双
方
の
セ
ク
シ
ョ
ン
の
内
容
の
時
間
的
枠
組
み

を
整
理
し
て
み
る
と
、（
ｅ
）
は
、
一
二
三
〇
年
の
国
王
ジ
ャ
ウ
マ
一

世
に
よ
る
命
令
を
起
点
と
し
な
が
ら
も
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
太
子
ペ
ド
ロ

へ
の
封
土
授
与
が
決
定
さ
れ
た
一
二
三
一
年
九
月
以
降
で
あ
る
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。
こ
こ
に
先
の
ジ
ャ
ウ
マ
・
ダ
・
サ
フ
ァ
レ
チ
が
依
然

と
し
て
バ
ッ
リ
ャ
の
肩
書
き
を
有
し
て
い
な
い
こ
と
を
加
味
す
れ
ば
、

そ
の
内
容
は
一
二
三
一
年
九
月
〜
一
二
三
二
年
四
月
の
も
の
と
同
定
さ

各
セ
ク
シ
ョ
ン
を
作
成
す
る
際
の
状
況
や
作
成
の
目
的
が
異
な
っ
て
い

た
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
二
）
二
つ
の
カ
ッ
ブ
ラ
ウ

　

①
時
間
的
な
枠
組
み

　

前
述
の
よ
う
に
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
語
版
は
も
と
も
と
二
つ
の
カ
ッ
ブ

ラ
ウ
を
筆
写
し
て
集
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
具
体
的
な
編

纂
年
代
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
両
者
を
分
か
つ
境
界
線
や
、
そ
れ

ぞ
れ
の
時
間
的
な
枠
組
み
を
確
定
す
る
う
え
で
重
要
な
指
標
と
な
る
の

が
、
セ
ク
シ
ョ
ン
（
ｅ
）
と
（
ｍ
）
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
セ
ク
シ
ョ
ン
は
、
マ
リ
ョ
ル
カ
の
土
地
、
と
く
に
菜
園
に

す
る
こ
と
が
可
能
な
土
地
の
面
積
を
測
定
す
る
た
め
の
寸
法
と
、
測
定

に
携
わ
っ
た
人
物
の
名
前
、
測
定
の
対
象
と
な
る
領
域
と
そ
の
受
益
者

の
名
前
が
そ
れ
ぞ
れ
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、（
ｅ
）
で
は
、
文
字
ど

お
り
『
土
地
区
画
の
書
』（Lo libre de les quarterade

（
（5
（s

）
と
い
う
見

出
し
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
続
け
て
、
一
二
三
〇
年
一
〇
月
一
〇

日
、
国
王
ジ
ャ
ウ
マ
一
世
の
命
に
よ
り
、「
よ
き
人
々
」
の
立
ち
会
い

の
も
と
、
国
王
自
身
の
留
保
分
の
中
で
灌
漑
が
可
能
な
土
地
を
、
カ
バ

レ
リ
ア
分
与
と
は
別
に
入
植
者
に
割
り
当
て
る
と
す
る
文
言
が
あ
る（

（5
（

。

こ
れ
を
ふ
ま
え
て
、
面
積
の
測
定
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
そ
の
最
大
の
目
的
は
、「
分
与
さ
れ
た
耕
地
を
ポ
ル
ト
ガ
ル
王

太
子
に
示
す（

（5
（

」
と
い
う
文
言
に
集
約
さ
れ
て
い
る
。
前
述
の
よ
う
に
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
王
太
子
ペ
ド
ロ
へ
の
封
土
授
与
の
決
定
が
一
二
三
一
年
で

あ
る
こ
と
を
考
慮
に
い
れ
る
な
ら
ば
、
同
年
以
降
に
行
わ
れ
た
測
定
の
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ト
で
あ
る
（
ｇ
）
の
よ
う
に
、当
該
カ
ッ
ブ
ラ
ウ
内
（
そ
れ
ぞ
れ
（
ａ
）

と
（
ｃ
））
か
ら
情
報
を
抽
出
し
て
い
る
箇
所
も
存
在
す
る
。
さ
ら
に
、

こ
こ
で
は
先
行
す
る
セ
ク
シ
ョ
ン
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
情
報
が
追
加

さ
れ
て
い
た
り
、
一
部
の
情
報
に
変
化
が
み
ら
れ
る
な
ど
、
他
の
情
報

源
を
用
い
て
い
る
こ
と
も
確
実
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
に
は
同
一

カ
ッ
ブ
ラ
ウ
で
あ
り
な
が
ら
、
き
わ
め
て
微
細
な
複
数
の
時
間
層
が
あ

る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

ま
た
、
各
セ
ク
シ
ョ
ン
の
形
式
は
、
全
体
と
し
て
か
な
ら
ず
し
も
統

一
さ
れ
て
い
な
い
。
た
し
か
に
、
ラ
テ
ン
語
＝
ア
ラ
ビ
ア
語
版
の
ラ
テ

ン
語
テ
ク
ス
ト
を
そ
の
ま
ま
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
語
に
翻
訳
し
た
セ
ク
シ
ョ

ン
（
ａ
）
お
よ
び
（
ｂ
）
を
筆
頭
に
、
基
本
的
に
は
、「
こ
れ
ら
は
…

で
あ
る
」（aquests son…

）
や
こ
れ
と
類
似
す
る
文
言
が
見
出
し
と

し
て
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、部
分
的
な
ま
と
ま
り
は
確
認
で
き
る
。
だ
が
、

前
述
の
よ
う
に
、（
ｄ
）
の
カ
バ
レ
リ
ア
目
録
で
は
、
特
別
な
見
出
し

は
設
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
数
値
な
ど
は
な
か
ば
無
秩
序
な
形
で
記
さ
れ

て
い
る
し
、
逆
に
（
ｅ
）『
土
地
区
画
の
書
』
の
セ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、

見
出
し
に
「
書
冊
」（libre

）
の
文
言
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
は
も
と
も
と
冊
子
体
の
独
立
し
た
記
録
で
あ
っ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
カ
ッ
ブ
ラ
ウ
α
は
、
特
定
の
時
点
で
系
統

的
に
行
わ
れ
た
実
地
調
査
の
所
産
で
は
毛
頭
な
く
、
書
冊
を
含
む
各
所

で
別
個
に
作
成
さ
れ
た
雑
多
な
記
録
が
全
体
の
形
式
を
ほ
と
ん
ど
統
一

す
る
こ
と
も
な
い
ま
ま
に
、
場
合
に
よ
っ
て
は
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
組

み
込
ま
れ
た
形
で
成
立
し
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
と
な
れ
ば
、
当
該

カ
ッ
ブ
ラ
ウ
の
中
で
、
セ
ク
シ
ョ
ン
ご
と
の
時
間
的
な
整
合
性
が
見
出

れ
る
。
他
方
、（
ｍ
）
の
セ
ク
シ
ョ
ン
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
太
子
ペ
ド

ロ
の
命
令
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
ペ
ド
ロ
に
実
際

に
封
土
が
授
与
さ
れ
た
一
二
三
二
年
七
月
以
降
、
こ
こ
に
マ
リ
ョ
ル
カ

の
バ
ッ
リ
ャ
と
し
て
の
ジ
ャ
ウ
マ
・
ダ
・
サ
フ
ァ
レ
チ
の
任
期
を
考
慮

に
入
れ
る
と
、
そ
の
内
容
は
遅
く
と
も
一
二
四
四
年
ま
で
の
も
の
と
い

う
こ
と
に
な
ろ
う（

（6
（

。
だ
が
、
測
定
の
対
象
と
な
っ
た
領
域
や
土
地
の
所

有
者
で
あ
る
貴
族
の
名
前
は
、
両
者
の
あ
い
だ
で
お
お
む
ね
一
致
す
る

か
ら
、
や
は
り
（
ｍ
）
の
セ
ク
シ
ョ
ン
は
、
時
間
的
に
先
行
す
る
（
ｅ
）

を
参
考
に
し
な
が
ら
、
そ
こ
に
新
た
な
情
報
や
状
況
を
加
味
し
た
う
え

で
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
両
セ
ク
シ
ョ
ン
は
い
ず
れ
も
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
太
子

期
の
内
容
で
あ
る
も
の
の
、そ
の
あ
い
だ
に
は
一
定
の
時
間
差
が
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
こ
こ
で
は
二
つ
の
カ
ッ
ブ
ラ
ウ
の
お
お
よ
そ
の
境
界
線
を

（
ｌ
）
と
（
ｍ
）
と
の
あ
い
だ
に
引
き（

（6
（

、
末
尾
（
ｔ
）
を
除
く
全
体
を

α
と
β
と
に
分
け
て
、
先
述
の
内
容
の
考
察
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
の
構
成
と
特
徴
を
あ
ら
た
め
て
整
理
し
よ
う
。

　

②
構
成
と
性
格

　

ま
ず
、
カ
ッ
ブ
ラ
ウ
α
は
、
冒
頭
の
（
ａ
）
お
よ
び
（
ｂ
）
の
セ
ク

シ
ョ
ン
が
ま
さ
し
く
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
ラ
テ
ン
語
＝
ア
ラ
ビ
ア
語

版
の
う
ち
、
と
く
に
ラ
テ
ン
語
テ
ク
ス
ト
の
内
容
を
事
実
上
そ
の
ま
ま

含
み
な
が
ら
、
本
来
そ
こ
に
は
な
い
数
多
く
の
情
報
で
大
き
く
補
完
さ

れ
て
い
る
。
だ
が
同
時
に
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
太
子
ペ
ド
ロ
の
所
有
地
リ

ス
ト
で
あ
る
（
ｆ
）、
国
王
に
帰
属
す
る
島
全
体
の
粉
挽
水
車
の
リ
ス
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に
重
き
を
置
い
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、カ
ッ
ブ
ラ
ウ
β
は
、カ
ッ
ブ
ラ
ウ
α
と
セ
ク
シ
ョ
ン
・

記
述
内
容
で
重
な
る
と
こ
ろ
が
極
め
て
多
い
が
、
そ
の
配
列
は
α
に

準
じ
て
い
な
い
し
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
各
セ
ク
シ
ョ
ン
の
見
出
し
も
統
一

さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
α
の
単
な
る
焼
き
直
し
で
も
、
そ
の
増
補
版
で

も
な
く
、
同
一
の
内
容
を
含
む
も
の
の
、
α
に
集
成
さ
れ
た
も
の
と
は

異
な
る
目
的
と
分
類
基
準
の
も
と
で
、
こ
と
に
よ
る
と
異
な
る
書
記
に

よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
別
系
統
の
雑
多
な
記
録
を
ベ
ー
ス
に
編
纂
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
双
方
の
異
な
る
点
に
注
目
す
れ
ば
、
カ
ッ
ブ
ラ
ウ

β
は
α
に
欠
け
た
情
報
を
あ
ら
ゆ
る
面
で
補
完
す
る
も
の
に
な
っ
て

い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
一
部
と
は
い
え
ラ
テ
ン
語
＝
ア
ラ
ビ
ア
語
版
の

ア
ラ
ビ
ア
語
テ
ク
ス
ト
に
ね
ざ
し
て
い
る
こ
と
を
隠
そ
う
と
し
て
い
な

い
の
は
、
少
な
く
と
も
カ
ッ
ブ
ラ
ウ
β
の
書
記
に
は
、
カ
ッ
ブ
ラ
ウ
α

と
併
せ
れ
ば
、
ラ
テ
ン
語
＝
ア
ラ
ビ
ア
語
版
の
増
補
版
に
相
当
す
る
も

の
に
な
る
と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
か
も
し
れ
な

い
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
各
カ
ッ
ブ
ラ
ウ
を
構
成
す
る
あ
ら
ゆ
る
セ
ク
シ
ョ

ン
は
い
ず
れ
も
、ラ
テ
ン
語
＝
ア
ラ
ビ
ア
語
版
で
あ
れ
、カ
タ
ル
ー
ニ
ャ

語
版
の
特
定
の
セ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
れ
、
そ
れ
ら
と
は
ま
っ
た
く
別
の
情

報
源
で
あ
れ
、
つ
ね
に
先
行
す
る
書
か
れ
た
も
の
を
土
台
に
、
重
複
す

る
情
報
は
そ
の
ま
ま
に
異
な
る
情
報
を
追
加
し
た
り
、
既
存
の
情
報
か

ら
一
部
抽
出
し
て
あ
ら
た
め
て
分
類
し
て
ま
と
め
た
り
と
、
い
わ
ば
派

生
的
に
作
成
さ
れ
た
雑
多
な
記
録
に
基
づ
い
て
い
る
。
そ
れ
ら
記
録
＝

セ
ク
シ
ョ
ン
が
、
相
互
に
参
照
さ
れ
つ
つ
複
雑
に
絡
み
合
い
な
が
ら
、

さ
れ
な
い
の
は
当
然
と
い
え
ば
当
然
な
の
で
あ
る
。

　

続
い
て
、
い
ま
ひ
と
つ
の
『
土
地
区
画
の
書
』
と
い
う
べ
き
（
ｍ
）

に
始
ま
る
カ
ッ
ブ
ラ
ウ
β
は
、
全
体
と
し
て
カ
ッ
ブ
ラ
ウ
α
と
類
似
し

た
セ
ク
シ
ョ
ン
群
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
前
述
の
よ
う
に
、
そ

の
中
身
は
大
き
く
異
な
る
。
ま
ず
、
ア
ル
ケ
リ
ア
と
ラ
ハ
ル
の
リ
ス
ト

で
あ
る
カ
ッ
ブ
ラ
ウ
β
（
ｎ
）
は
、
そ
の
記
述
内
容
と
配
列
が
カ
ッ
ブ

ラ
ウ
α
（
ａ
）
も
し
く
は
ラ
テ
ン
語
＝
ア
ラ
ビ
ア
語
版
の
ラ
テ
ン
語
テ

ク
ス
ト
（
ａ
）
と
一
致
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
参
照
し
な
が
ら
作
成
さ

れ
て
い
る
が
、
同
時
に
異
な
る
情
報
源
に
由
来
す
る
大
量
の
情
報
が
追

加
さ
れ
て
い
る
。
続
く
シ
ウ
タ
ッ
ト
に
お
け
る
家
屋
の
リ
ス
ト
で
あ
る

カ
ッ
ブ
ラ
ウ
β（
ｏ
）は
、類
似
す
る
項
目
で
あ
る
カ
ッ
ブ
ラ
ウ
α（
ｋ
）

の
冒
頭
の
内
容
と
お
お
む
ね
同
一
で
あ
る
が
、
そ
の
配
列
が
か
な
ら
ず

し
も
一
致
し
て
お
ら
ず
、
受
益
者
の
情
報
も
一
部
異
な
っ
て
い
る（

（6
（

。
そ

れ
ゆ
え
、
カ
ッ
ブ
ラ
ウ
α
（
ｋ
）
を
参
照
し
た
の
で
は
な
く
、
そ
も
そ

も
別
系
統
で
作
成
さ
れ
た
記
録
に
基
づ
く
セ
ク
シ
ョ
ン
と
お
ぼ
し
い
。

他
方
、
カ
ッ
ブ
ラ
ウ
β
（
ｐ
）
〜
（
ｓ
）
は
、
ラ
テ
ン
語
＝
ア
ラ
ビ
ア

語
版
の
ア
ラ
ビ
ア
語
テ
ク
ス
ト
を
基
礎
に
、
あ
る
程
度
の
ま
と
ま
り
を

も
っ
て
作
成
さ
れ
て
い
る
。
む
ろ
ん
、
い
ず
れ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
も
他
の

情
報
源
を
用
い
て
そ
こ
に
は
な
い
情
報
を
追
加
し
て
お
り
、
な
か
で
も

粉
挽
水
車
の
分
配
内
容
を
扱
う
（
ｒ
）
は
、
そ
の
記
述
内
容
と
配
列
か

ら
、
お
そ
ら
く
カ
ッ
ブ
ラ
ウ
α
（
ｃ
）
を
参
照
し
て
い
る
。
だ
が
、
財

産
を
貴
族
ご
と
に
分
類
し
た
り
、
ベ
ア
ル
ン
副
伯
の
名
前
を
父
ギ
リ
ェ

ム
の
ま
ま
と
し
て
い
る
あ
た
り
、
書
記
は
、
新
た
な
情
報
を
つ
め
こ
み

な
が
ら
、
全
体
と
し
て
は
あ
く
ま
で
も
ア
ラ
ビ
ア
語
テ
ク
ス
ト
の
再
現
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（
三
）
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
語
版
全
体
の
編
纂

　

以
上
の
よ
う
に
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
語
版
の
内
容
の
時
間
的
枠
組
み
は

基
本
的
に
、
征
服
直
後
か
ら
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
太
子
ペ
ド
ロ
の
統
治
期
の

も
の
で
あ
る
。
だ
が
、現
存
す
る
写
本
そ
の
も
の
が
編
纂
さ
れ
た
の
は
、

前
述
の
と
お
り
、
一
二
六
九
年
の
王
太
子
ジ
ャ
ウ
マ
の
統
治
期
に
お
い

て
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
含
ま
れ
る
内
容
と
写
本
そ
の
も
の
の
編
纂
と

の
時
間
的
な
隔
た
り
は
お
お
よ
そ
三
〇
年
に
も
お
よ
ぶ
こ
と
に
な
る
。

な
ぜ
ジ
ャ
ウ
マ
一
世
お
よ
び
王
太
子
ジ
ャ
ウ
マ
が
、
あ
え
て
三
〇
年
前

の
分
配
内
容
を
筆
写
す
る
か
た
ち
で
、「
分
配
記
録
」
を
あ
ら
た
め
て

編
纂
さ
せ
た
の
か
。
む
ろ
ん
、
そ
の
経
緯
を
明
示
す
る
史
料
は
伝
来
し

な
い
の
で
、
状
況
証
拠
を
積
み
重
ね
て
そ
れ
を
推
測
す
る
ほ
か
な
い
。

　

ま
ず
、
一
二
三
二
年
か
ら
マ
リ
ョ
ル
カ
の
実
質
的
な
統
治
者
と
な
っ

た
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
太
子
ペ
ド
ロ
は
一
二
四
四
年
七
月
、
自
ら
の
マ
リ
ョ

ル
カ
の
財
産
を
カ
ス
タ
リ
ョ
の
人
び
と
と
交
換
す
る
こ
と
で
国
王
ジ
ャ

ウ
マ
一
世
と
合
意
し
、
同
年
八
月
一
八
日
、
ウ
ル
ジ
ェ
イ
伯
領
お
よ
び

マ
リ
ョ
ル
カ
と
マ
ノ
ル
カ
に
お
け
る
ペ
ド
ロ
の
諸
権
利
と
、
バ
レ
ン
シ

ア
王
国
に
お
け
る
複
数
の
村
落
と
城
塞
が
実
際
に
交
換
さ
れ
て
い
る（

（6
（

。

こ
れ
に
よ
り
マ
リ
ョ
ル
カ
は
以
後
一
〇
年
の
間
、
ジ
ャ
ウ
マ
一
世
に

よ
っ
て
直
接
統
治
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

じ
つ
は
、
一
二
四
四
年
を
待
た
ず
し
て
、
国
王
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
王

太
子
ペ
ド
ロ
を
介
さ
ず
に
、
マ
リ
ョ
ル
カ
を
含
む
バ
レ
ア
ル
ス
諸
島
の

財
産
を
め
ぐ
る
措
置
を
独
自
に
進
め
て
い
た（

（6
（

。
ジ
ャ
ウ
マ
一
世
は
そ
の

一
環
と
し
て
、
一
二
四
三
年
の
王
太
子
ジ
ャ
ウ
マ
の
生
誕
と
同
時
に
、

マ
リ
ョ
ル
カ
、
モ
ン
ペ
リ
エ
、
ル
サ
リ
ョ
、
サ
ル
ダ
ー
ニ
ャ
、
さ
ら
に

そ
れ
で
も
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
論
理
で
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と

し
た
ら
、カ
ッ
ブ
ラ
ウ
編
纂
者
の
価
値
判
断
を
介
入
さ
せ
る
こ
と
な
く
、

あ
ら
ゆ
る
情
報
を
も
れ
な
く
把
握
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
要
求
に

応
え
る
方
法
は
た
だ
一
つ
、
重
複
し
た
内
容
も
あ
え
て
整
理
す
る
こ
と

な
く
、
あ
く
ま
で
も
作
成
さ
れ
た
ま
ま
の
状
態
で
集
成
し
て
し
ま
う
こ

と
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
お
び
た
だ
し
い
重
複
は
そ
れ
自
体
、
単
な
る

く
り
か
え
し
ど
こ
ろ
か
、
カ
ッ
ブ
ラ
ウ
そ
の
も
の
の
複
合
的
な
成
り
立

ち
を
如
実
に
示
す
も
の
な
の
で
あ
る
。

　

時
間
的
に
も
空
間
的
に
も
網
羅
的
な
情
報
が
求
め
ら
れ
た
の
は
な
ぜ

か
。
そ
れ
は
む
ろ
ん
、
征
服
に
参
加
し
て
お
ら
ず
、
マ
リ
ョ
ル
カ
の
実

状
に
疎
い
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
太
子
ペ
ド
ロ
に
、
先
行
す
る
不
完
全
な
ラ
テ

ン
語
＝
ア
ラ
ビ
ア
語
版
で
は
網
羅
さ
れ
な
い
封
土
授
与
ま
で
の
あ
り
っ

た
け
の
情
報
を
も
れ
な
く
知
ら
し
め
る
た
め
で
あ
る
。
実
際
、
そ
の
前

後
に
は
聖
俗
貴
族
の
あ
い
だ
で
分
配
地
を
め
ぐ
る
紛
争
が
頻
発
し
て
お

り
、
ペ
ド
ロ
自
身
も
一
二
三
九
年
に
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
司
教
と
シ
ウ
タ
ッ

ト
内
の
水
路
使
用
権
を
め
ぐ
っ
て
事
を
か
ま
え
て
い
る（

（6
（

。
こ
う
し
た
不

安
定
な
事
態
を
前
に
し
て
、
王
権
や
ペ
ド
ロ
自
身
に
帰
属
す
る
財
産
の

正
当
性
を
保
証
す
る
べ
く
、
集
積
さ
れ
た
過
去
の
情
報
を
、
来
歴
の
異

な
る
情
報
と
、
時
間
の
経
過
に
と
も
な
い
一
部
更
新
さ
れ
た
情
報
と
と

も
に
知
ら
し
め
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
に
、
わ
ざ
わ
ざ
系
統
の
異
な
る
二

つ
の
カ
ッ
ブ
ラ
ウ
が
編
纂
さ
れ
た
最
大
の
理
由
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
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前
述
の
よ
う
に
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
語
版
は
、
三
〇
年
前
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
王

太
子
ペ
ド
ロ
統
治
期
に
成
立
し
た
二
つ
の
カ
ッ
ブ
ラ
ウ
を
併
せ
て
筆
写

し
た
も
の
で
あ
る
。
ジ
ャ
ウ
マ
一
世
は
相
続
内
容
を
あ
る
程
度
確
定
さ

せ
る
と
、マ
リ
ョ
ル
カ
征
服
以
来
の
国
王
財
産
の
詳
細
を
、次
期
マ
リ
ョ

ル
カ
王
国
国
王
と
な
る
こ
と
が
確
定
し
た
王
太
子
ジ
ャ
ウ
マ
に
正
確
に

知
ら
し
め
る
よ
う
、
配
慮
し
た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
の
と
き
、
ポ
ル
ト

ガ
ル
王
太
子
ペ
ド
ロ
統
治
期
に
編
纂
さ
れ
た
二
つ
の
カ
ッ
ブ
ラ
ウ
は
、

時
間
的
に
も
空
間
的
に
も
、
な
お
か
つ
情
報
量
と
い
う
点
で
も
、
も
っ

と
も
網
羅
的
で
あ
り
、
そ
の
目
的
を
果
た
す
た
め
に
は
、
そ
の
時
点
で

最
適
な
も
の
と
み
な
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
二

つ
の
カ
ッ
ブ
ラ
ウ
を
併
せ
て
筆
写
す
る
こ
と
で
、
本
来
の
ラ
テ
ン
語
＝

ア
ラ
ビ
ア
語
版
を
情
報
面
で
大
幅
に
拡
充
し
た
、
新
た
な
ラ
テ
ン
語
＝

ア
ラ
ビ
ア
語
版
に
相
当
す
る
も
の
を
生
み
出
そ
う
と
し
た
と
い
う
こ
と

か
も
し
れ
な
い
。

　

だ
が
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
語
版
を
そ
の
意
味
で
の
実
務
的
な
内
部
管
理

史
料
と
解
釈
す
る
だ
け
で
は
、
ま
さ
し
く
三
〇
年
間
の
空
白
が
放
置
さ

れ
て
い
る
こ
と
の
説
明
が
つ
か
な
い
。前
述
の
よ
う
に
、カ
タ
ル
ー
ニ
ャ

語
版
は
、
彩
色
イ
ニ
シ
ア
ル
や
ル
ブ
リ
ッ
ク
が
全
編
に
わ
た
っ
て
施
さ

れ
、
二
つ
の
コ
ラ
ム
に
統
制
の
き
い
た
ゴ
シ
ッ
ク
書
体
で
、
セ
ク
シ
ョ

ン
に
よ
っ
て
は
文
字
列
が
き
わ
め
て
整
然
と
途
切
れ
る
こ
と
な
く
書
き

連
ね
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
豪
華
本
の
よ
う
な
体
裁
は
む
し
ろ
、
実

務
的
な
内
部
管
理
史
料
と
い
う
解
釈
と
相
対
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ

に
は
お
そ
ら
く
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
語
版
の
象
徴
物
と
し
て
の
価
値
を
認

め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
マ
リ
ョ
ル
カ
を
征
服
し
た
の
が

は
バ
レ
ン
シ
ア
王
国
を
王
太
子
ジ
ャ
ウ
マ
に
授
け
る
旨
を
遺
言
状
で
示

し
て
い
る（

（6
（

。
そ
の
後
、
王
太
子
ジ
ャ
ウ
マ
に
与
え
ら
れ
る
領
土
は
刻
々

と
変
化
し
て
ゆ
く
が（

（6
（

、
最
終
的
に
一
二
五
六
年
八
月
二
日
、
ジ
ャ
ウ
マ

一
世
が
マ
リ
ョ
ル
カ
の
「
よ
き
人
々
」
に
、王
太
子
ジ
ャ
ウ
マ
を
マ
リ
ョ

ル
カ
王
国
の
後
継
者
と
し
て
送
る
こ
と
を
通
達
し
、同
年
八
月
二
一
日
、

王
太
子
ジ
ャ
ウ
マ
が
継
承
者
と
し
て
宣
誓
を
行
い（

（6
（

、
父
王
ジ
ャ
ウ
マ
一

世
の
保
護
の
も
と
、
王
太
子
ジ
ャ
ウ
マ
は
プ
ロ
ク
ラ
ド
ー
ル

（procurator

）
や
リ
ョ
ク
テ
ィ
ネ
ン
（tenes locum

）
と
呼
ば
れ
る
国

王
代
理
と
と
も
に
、
マ
リ
ョ
ル
カ
の
統
治
を
行
な
っ
て
い
く
こ
と
と

な
っ
た
の
で
あ
る（

（7
（

。

　

こ
こ
か
ら
、
ジ
ャ
ウ
マ
一
世
が
死
没
す
る
一
二
七
六
年
に
マ
リ
ョ
ル

カ
王
国
国
王
ジ
ャ
ウ
マ
二
世
と
し
て
即
位
す
る
ま
で
が
王
太
子
ジ
ャ
ウ

マ
統
治
期
で
あ
る
が
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
語
版
が
作
成
さ
れ
た
の
は
、
そ

の
後
半
に
さ
し
か
か
っ
た
頃
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
じ
つ
は
、

一
二
五
六
年
に
王
太
子
ジ
ャ
ウ
マ
が
マ
リ
ョ
ル
カ
王
国
を
継
承
す
る
こ

と
に
な
っ
た
と
は
い
え
、
バ
レ
ア
ル
ス
諸
島
以
外
の
半
島
の
領
土
に
つ

い
て
は
、
依
然
と
し
て
父
王
ジ
ャ
ウ
マ
一
世
に
よ
っ
て
相
続
者
が
変
更

さ
れ
て
お
り
、一
二
六
二
年
に
モ
ン
ペ
リ
エ
と
ピ
レ
ネ
ー
の
諸
伯
領（
ル

サ
リ
ョ
、
サ
ル
ダ
ー
ニ
ャ
、
ク
ン
フ
レ
ン
、
バ
リ
ェ
ス
ピ
、
プ
ラ
ッ
ツ
）

が
完
全
に
王
太
子
ジ
ャ
ウ
マ
に
継
承
さ
れ
る
こ
と
が
確
定
さ
れ
て
い

る（
（7
（

。
お
そ
ら
く
、
こ
の
段
階
で
よ
う
や
く
、
国
王
ジ
ャ
ウ
マ
一
世
が
王

太
子
ジ
ャ
ウ
マ
を
含
む
自
ら
の
子
息
に
対
し
、
ア
ラ
ゴ
ン
連
合
王
国
の

相
続
に
か
ん
す
る
具
体
的
な
内
容
を
確
定
す
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
、
先
の
問
い
に
立
ち
も
ど
ろ
う
。
ま
ず
、
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ク
ス
ト
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
王
権
と
四
人
の
聖
俗
貴
族
を
代
表

者
と
す
る
分
配
内
容
を
大
枠
に
お
い
て
決
定
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
マ
デ
ィ
ー
ナ
攻
略
直
後
の
お
お
よ
そ
の
分

配
内
容
を
内
部
で
把
握
し
て
お
く
た
め
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ

の
一
部
を
書
き
写
し
た
の
が
ア
ラ
ビ
ア
語
テ
ク
ス
ト
と
い
う
こ
と
に
な

る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
ラ
テ
ン
語
＝
ア
ラ
ビ
ア
語
版
の
ラ
テ
ン
語
テ
ク
ス

ト
、
な
か
で
も
ア
ル
ケ
リ
ア
お
よ
び
ラ
ハ
ル
の
リ
ス
ト
は
、
国
王
ジ
ャ

ウ
マ
一
世
か
ら
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
太
子
ペ
ド
ロ
へ
の
封
土
授
与
に
際
し
て

作
成
さ
れ
た
部
分
で
あ
り
、
そ
の
目
的
は
王
権
と
ペ
ド
ロ
に
か
か
わ
る

土
地
財
産
の
分
配
状
況
を
ペ
ド
ロ
に
知
ら
し
め
る
こ
と
に
あ
っ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
に
連
ね
ら
れ
た
の
は
、
作
成
当
時

の
現
状
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
マ
デ
ィ
ー
ナ
攻
略
直
後

の
カ
バ
レ
リ
ア
目
録
な
ら
び
に
ア
ラ
ビ
ア
語
テ
ク
ス
ト
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
あ
た
り
、
ラ
テ
ン
語
＝
ア
ラ
ビ
ア
語
版
の
編
纂
者
は
、
征
服

直
後
に
生
成
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
記
録
の
断
片
を
ベ
ー
ス
に
、
分
配
に
か

か
わ
る
過
去
の
情
報
を
書
き
足
す
こ
と
に
つ
と
め
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
だ
が
、
国
王
麾
下
の
グ
ル
ー
プ
の
成
員
と
カ
バ
レ
リ
ア
の
数
値
が

具
体
的
に
明
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
り
、
ア
ラ
ビ
ア
語
テ
ク
ス
ト
が
翻

訳
さ
れ
ず
に
そ
の
ま
ま
書
き
写
さ
れ
た
り
す
る
な
ど
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
王

太
子
ペ
ド
ロ
に
分
配
内
容
を
知
ら
し
め
る
と
い
う
本
来
の
目
的
か
ら
す

れ
ば
、
情
報
面
で
も
体
裁
面
で
も
い
か
に
も
不
親
切
と
い
う
印
象
を
免

れ
な
い
。

　

そ
う
し
た
目
的
に
か
な
う
も
の
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
の
が
、
カ
タ

国
王
ジ
ャ
ウ
マ
一
世
そ
の
人
で
あ
り
、
王
太
子
ジ
ャ
ウ
マ
が
そ
れ
を
国

王
の
手
か
ら
正
当
に
継
承
す
る
の
を
媒
介
す
る
モ
ノ
と
し
て
の
価
値
が

そ
れ
で
あ
る
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
語
版
の
編
纂
主
体
で

あ
る
王
権
は
、
編
纂
時
の
実
態
ど
こ
ろ
か
、
征
服
期
に
さ
か
の
ぼ
る
膨

大
な
情
報
を
網
羅
的
に
集
積
す
る
こ
と
に
重
き
を
お
い
て
い
る
。
そ
れ

は
、
古
き
も
の
を
よ
し
と
す
る
意
識
を
ベ
ー
ス
に
、
あ
ら
ゆ
る
知
を
独

占
し
よ
う
と
す
る
王
権
そ
の
も
の
を
象
徴
す
る
も
の
で
も
あ
ろ
う
。
こ

こ
に
は
、
実
務
的
な
配
慮
に
ね
ざ
し
た
財
産
目
録
が
、
過
去
を
記
念
し
、

永
続
化
し
、
正
当
化
し
よ
う
と
す
る
理
念
性
な
い
し
象
徴
性
と
い
か
に

分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
い
て
い
る
か
が
如
実
に
表
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

四　

結
論

　

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
一
三
世
紀
に
初
め
て
登
場
す
る
「
分
配
記

録
」
と
い
う
史
料
類
型
は
、
本
来
王
権
に
よ
っ
て
分
配
さ
れ
た
土
地
財

産
と
そ
の
受
益
者
の
リ
ス
ト
で
あ
り
、
こ
の
点
で
は
内
部
管
理
に
か
か

わ
る
実
務
的
な
史
料
の
一
類
型
と
み
な
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。

だ
が
、
本
稿
が
と
り
あ
げ
た
『
マ
リ
ョ
ル
カ
分
配
記
録
』
の
二
つ
の

ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
を
、
テ
ク
ス
ト
、
カ
ッ
ブ
ラ
ウ
、
さ
ら
に
は
セ
ク
シ
ョ

ン
の
レ
ヴ
ェ
ル
ま
で
と
き
ほ
ぐ
す
と
、
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
生
成
過

程
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

ま
ず
、
征
服
に
近
い
時
期
の
分
配
内
容
と
お
ぼ
し
い
ア
ラ
ビ
ア
語
で

書
か
れ
た
『
国
王
の
書
』
は
、
現
存
し
て
お
ら
ず
そ
の
具
体
的
な
形
態

は
知
る
由
も
な
い
が
、
ラ
テ
ン
語
＝
ア
ラ
ビ
ア
語
版
の
ア
ラ
ビ
ア
語
テ
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以
上
の
よ
う
に
、『
マ
リ
ョ
ル
カ
分
配
記
録
』
の
二
つ
の
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ

ン
は
、
本
来
実
務
的
な
用
途
に
供
せ
ら
れ
た
リ
ス
ト
形
式
を
と
る
編
纂

物
が
、
形
式
は
そ
の
ま
ま
に
い
か
に
容
易
に
理
念
的
・
記
念
碑
的
な
編

纂
物
に
転
じ
う
る
か
を
示
す
恰
好
の
事
例
で
あ
る
。
実
際
、
い
か
な
る

局
面
に
お
い
て
も
、
各
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
、
各
テ
ク
ス
ト
、
各
カ
ッ
ブ
ラ

ウ
の
編
纂
者
の
意
識
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
編
纂
時
の
現
状
を
正
確
に
反
映

す
る
こ
と
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
既
存
の
書
か
れ
た
も
の
を
ベ
ー
ス

に
先
行
す
る
過
去
の
情
報
を
網
羅
す
る
こ
と
に
注
が
れ
て
い
る
。
こ
う

し
た
所
見
は
、そ
の
本
来
の
目
的
か
ら
す
れ
ば
実
務
的
で
あ
り
な
が
ら
、

同
時
に
記
念
碑
的
な
性
格
を
も
つ
、
実
務
的
か
つ
理
念
的
な
編
纂
物
が

あ
り
え
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
、
カ
ル
チ
ュ
レ
ー

ル
の
質
的
変
化
を
め
ぐ
る
、理
念
的
な
編
纂
物（
古
典
的
カ
ル
チ
ュ
レ
ー

ル
）
か
ら
実
務
的
な
編
纂
物
（
た
と
え
ば
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
＝
財
産
目

録
）
へ
の
移
行
と
い
う
論
理
に
も
一
石
を
投
じ
る
も
の
で
あ
ろ
う（

（7
（

。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、「
分
配
記
録
」
に
は
、
リ
ス
ト
形
式
の
編
纂
物
と

い
え
ど
も
、
つ
ね
に
先
行
す
る
書
か
れ
た
も
の
に
由
来
す
る
、
微
細
か

つ
複
雑
に
絡
み
合
っ
た
時
間
層
が
ま
ぎ
れ
も
な
く
混
在
し
て
い
る
。
そ

れ
は
、
当
該
史
料
類
型
の
歴
史
史
料
と
し
て
の
利
用
方
法
に
大
幅
な
見

直
し
を
迫
る
も
の
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
一
二
三
七
年
か
ら
征
服
活
動
の

渦
中
で
段
階
的
に
作
成
さ
れ
た
『
バ
レ
ン
シ
ア
王
国
分
配
記
録
』
を
筆

頭
に
、
半
島
諸
地
域
の
「
分
配
記
録
」
と
の
比
較
検
討
が
今
後
求
め
ら

れ
る
作
業
で
あ
る（

（7
（

。
実
際
、「
分
配
記
録
」
相
互
の
形
式
的
差
異
は
、

す
で
に
よ
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る（

（7
（

。
だ
が
、
本
稿
の
よ
う

な
作
業
を
重
ね
る
こ
と
は
、
も
は
や
「
分
配
記
録
」
に
と
ど
ま
ら
ず
、

ル
ー
ニ
ャ
語
版
を
構
成
す
る
二
つ
の
カ
ッ
ブ
ラ
ウ
の
失
わ
れ
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
実
際
、
い
ず
れ
の
カ
ッ
ブ
ラ
ウ
も
、
ラ

テ
ン
語
＝
ア
ラ
ビ
ア
語
版
を
基
礎
に
す
え
な
が
ら
、
そ
の
ほ
か
の
情
報

源
を
利
用
し
た
セ
ク
シ
ョ
ン
や
、
必
要
に
応
じ
て
あ
ら
た
め
て
特
定
の

情
報
の
み
を
抽
出
・
分
類
し
た
セ
ク
シ
ョ
ン
を
含
ん
で
い
る
。
だ
が
、

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
既
存
の
情
報
を
書
き
出
し
た
う
え
で
別
の
情
報
源

に
由
来
す
る
異
な
る
情
報
を
追
加
す
る
と
い
う
か
た
ち
で
あ
っ
て
、
過

去
の
情
報
を
そ
の
つ
ど
新
た
な
情
報
に
更
新
す
る
意
思
は
お
よ
そ
感
じ

ら
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
二
つ
の
カ
ッ
ブ
ラ
ウ
の
編
纂
者
が
重
き
を
お

い
た
の
も
、
現
状
に
そ
く
し
て
情
報
を
更
新
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
さ

ま
ざ
ま
な
記
録
に
由
来
す
る
過
去
の
情
報
を
で
き
る
か
ぎ
り
網
羅
し
、

集
積
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

か
く
し
て
、
お
お
よ
そ
三
〇
年
の
と
き
を
経
た
王
太
子
ジ
ャ
ウ
マ
の

統
治
期
に
、
時
間
的
・
空
間
的
に
最
も
濃
密
に
情
報
が
網
羅
さ
れ
て
い

る
こ
れ
ら
二
つ
の
カ
ッ
ブ
ラ
ウ
が
ま
と
め
ら
れ
、
豪
華
な
体
裁
を
ま

と
っ
た
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
語
版
が
編
纂
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。こ
こ
で
も
、

征
服
以
来
の
情
報
を
網
羅
し
て
王
太
子
ジ
ャ
ウ
マ
へ
知
ら
し
め
よ
う
と

す
る
意
思
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
。
だ
が
、
そ
れ
ま
で
以
上
に
、
現
状
把

握
よ
り
過
去
の
記
録
の
網
羅
に
意
が
砕
か
れ
て
い
る
ば
か
り
か
、
豪
華

な
体
裁
が
与
え
ら
れ
、
そ
の
目
的
は
か
つ
て
の
ラ
テ
ン
語
＝
ア
ラ
ビ
ア

語
版
の
増
補
版
を
生
み
出
し
て
、
集
積
さ
れ
た
過
去
の
情
報
を
永
続
化

す
る
こ
と
に
あ
っ
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
お
そ
ら
く
、
集
積
さ

れ
た
情
報
そ
の
も
の
が
正
当
な
王
位
継
承
を
媒
介
す
る
象
徴
物
と
み
な

さ
れ
た
こ
と
の
証
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
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る
八
四
一
（
実
際
は
八
二
四
）
の
地
名
の
う
ち
、
こ
れ
ま
で
に
お
お
よ

そ
三
分
の
一
に
あ
た
る
二
七
八
が
同
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。G

. 
Rosselló Bordoy, El Repartim

ent, D
e M

ayūrqa a M
allorca, Jaum

e I 
C

om
m

em
oració del XIII centenari del naixem

ent de Jaum
e I, 

Barcrlona, 2013, p. 451.

　
（
4
）　

イ
ス
ラ
ー
ム
・
マ
リ
ョ
ル
カ
の
定
住
地
の
う
ち
、
八
四
・
七
四
％
が
ベ

ル
ベ
ル
人
氏
族
・
部
族
に
由
来
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。A

. Poveda 
Sánchez, Toponím

ia arabo-berber, pp. 594-595. 

　
（
5
）　

こ
う
し
た
地
名
研
究
は
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら
一
九
九
〇
年
代
に
か
け

て
活
発
に
行
わ
れ
た
島
内
農
村
部
の
灌
漑
水
路
に
焦
点
を
あ
て
た
考
古
学

研
究
と
結
び
つ
く
こ
と
と
な
る
。
な
か
で
も
、
バ
ル
セ
ロ
と
ヘ
レ
ー
ナ
・

キ
ル
ヒ
ナ
ー
に
よ
る
島
内
の
灌
漑
定
住
空
間
を
扱
っ
た
考
古
学
研
究
は
以

下
の
点
を
強
調
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
地
名
か
ら
同
定
さ
れ
る
ベ
ル
ベ

ル
人
氏
族
グ
ル
ー
プ
は
、
水
利
シ
ス
テ
ム
を
共
有
し
な
が
ら
定
着
・
入
植

す
る
際
に
、
一
部
氏
族
の
優
位
性
を
認
め
な
が
ら
も
、
事
前
に
氏
族
間
で

の
政
治
的
な
協
定
を
も
っ
て
水
路
の
平
等
利
用
を
定
め
て
い
た
。
そ
れ
ゆ

え
、
こ
う
し
た
定
住
地
は
あ
く
ま
で
も
、
水
流
を
軸
に
形
成
さ
れ
、
耕
作

地
を
中
心
と
す
る
農
業
空
間
を
創
出
し
よ
う
と
す
る
農
民
の
選
択
に
基
づ

く
も
の
で
あ
っ
て
、ヒ
ス
ン
（ḥiṣn 

城
塞
）
や
行
政
上
の
領
域
区
分
に
よ
っ

て
決
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。M

. Barceló, H
. 

K
irchner, Terra de Falanis, felanitx quan no ho era, Palm

a, 1995; H
. 

K
irchner, Redes de alquerías sin husün. U

na reconsideración a partir de 
los asentam

ientos cam
pesinos andalusíes de las Islas O

rientales, Castillos 
y territorio en al-Andalus, 1996, pp. 450-469; La construcció de l’espai 
pages a M

ayūrqa: les valls de Bunyola, O
rient, Coanegra i Alaró, Palm

a, 
1997. 

そ
れ
は
、
ピ
エ
ー
ル
・
ギ
シ
ャ
ー
ル
を
筆
頭
と
す
る
半
島
の
定
住

地
研
究
に
も
ま
し
て
、
国
家
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
イ
ス
ラ
ー
ム
期
の
水
平

的
な
農
村
社
会
像
を
打
ち
出
し
て
お
り
、
征
服
後
の
封
建
社
会
と
し
て
の

台
帳
系
・
目
録
系
史
料
一
般
が
い
か
に
し
て
一
三
世
紀
の
西
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
全
体
で
発
展
を
遂
げ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
重
要
な
方
法
と
な
る
で

あ
ろ
う
。

註（
1
）
一
三
世
紀
の
ア
ラ
ゴ
ン
連
合
王
国
に
お
い
て
は
、
本
稿
で
扱
う
マ
リ
ョ

ル
カ
以
外
に
バ
レ
ン
シ
ア
、
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
王
国
に
お
い
て
は
、
ム

ル
シ
ア
お
よ
び
セ
ビ
ー
リ
ャ
の
も
の
が
そ
れ
ぞ
れ
知
ら
れ
て
い
る
。
な

お
、「
分
配
記
録
」
を
あ
ら
た
め
て
取
り
上
げ
た
近
年
の
研
究
集
会
や

論
文
集
は
下
記
の
よ
う
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。D

e al-Andalus a la 
sociedad feudal: los repartim

ientos bajom
edievales, Anuario de 

Estudios M
edievales Anejo 25, B

arcelona, 1990; E. G
uinot, J. Torró 

(eds.), Repartim
ents a la C

orona d’Aragó, (segles XII-XIII), 
València, 2007.

　
（
2
）　A

. M
ut C

alafell, G
. R

osselló B
ordoy, La Rem

enbrança de N
unyo 

Sanç una relació de les seves propietats a la ruralia de M
allorca, 

Palm
a, 1993. 

　
（
3
）　A

. Poveda Sánchez, Toponím
ia arabo-berber i espai social a les illes 

orientals d’A
l-A

ndalus, tesi doctoral inèdita, U
niversitat A

utònom
a 

de B
arcelona, B

arcelona, 1987; M
. B

arceló, Sobre la divisió 
adm

inistrativa de M
ayūrqa, Bolletí de la Soc. Arq. Lul-liana., 36, 

Palm
a, 1978, pp. 238-245; N

ou nòtules sobre toponím
ia de M

ayūrqa 
i de M

allorca, Faventia, 2, B
arcelona, 1981, pp. 131-133; D

e 
toponím

a tribal i clànica berber a les illes orientals d’al-andalus, Ⅶ
 

Col-loqui de la Societat d’O
nom

àtica, 2, Palm
a, 1982, pp. 42-46; G

. 
Rosselló Bordoy, El islam

 en las islas Baleares, Palm
a, 2007. 

ル
サ

リ
ョ
・
ボ
ル
ド
イ
に
よ
れ
ば
、『
マ
リ
ョ
ル
カ
分
配
記
録
』
に
記
録
さ
れ
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植
活
動
を
統
率
す
る
に
い
た
っ
て
い
る
。R. Soto Com

pany, D
e soldats 

de fortuna a pagesos: els prim
ers colonitzadors de M

allorca, El 
feudalism

 com
ptat i debatut, València, 2003, p. 316. 

わ
が
国
で
は
、

足
立
「
ラ
テ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
辺
境
と
征
服
・
入
植
運
動
」
が
、マ
リ
ョ

ル
カ
に
入
植
し
た
中
間
層
の
家
族
集
団
の
例
を
一
部
と
り
あ
げ
て
い
る
。

　
（
8
）　A

. V
irgili C

olet, Les conquestes catalanes del segle X
II i els 

repartim
ents, Repartim

ents a la C
orona d’Aragó(segle XII-XIII), 

València, 2007, p. 53.

　
（
9
）　

こ
れ
ら
二
つ
の
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
の
他
に
、
い
ず
れ
も
一
四
世
紀
の
間

に
編
纂
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
三
つ
の
ラ
テ
ン
語
版
が
伝
来
し
て

い
る
。G

. R
osselló B

ordoy, El islam
 en las islas Baleares, pp. 31-

34. 

そ
の
内
容
は
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
語
版
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
お
り
、
お
そ

ら
く
そ
の
ラ
テ
ン
語
翻
訳
版
と
想
定
さ
れ
る
。

　
（
10
）　A

R
M

, s/n. 

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
版
と
し
て
、G

. R
osselló B

ordoy, C
òdex 

llatinoaràbic del Repartim
ent de M

allorca, D
ocum

ents cabdals del 
Regne de M

allorca, Salam
anca, 2007.

　
（
11
）　

史
料
本
文
で
の
ア
ラ
ビ
ア
語
表
記
（
翻
字
）
は
そ
れ
ぞ
れ
、国
王
（R

ai 
R

a‘ūn 

（R
ei d’A

ragó

））、
伯
ヌ
ノ
（Q

um
ṭ N

unū’

）、
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ

司
教
（B

išb B
arŷalūna

）、
ア
ン
プ
リ
ア
ス
伯
（Q

um
ṭ Inburyāš

）、
ギ

リ
ェ
ム
・
マ
リ
ョ
ル
・
ダ
・
モ
ン
カ
ー
ダ
（Ŷ

ilyām
 M

aŷūr di 
M

unqāda

）
と
な
っ
て
お
り
、
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
司
教
と
ア
ン
プ
リ
ア
ス

伯
の
名
前
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。

　
（
12
）　

ハ
イ
メ
・
ブ
ス
ケ
ッ
ツ
・
ム
レ
ッ
ト
は
、『
国
王
の
書
』
は
『
マ
リ
ョ

ル
カ
分
配
記
録
』
の
最
古
の
断
片
で
あ
り
、
ア
ラ
ビ
ア
語
テ
ク
ス
ト
は

そ
の
失
わ
れ
た
文
書
の
一
部
を
書
き
写
し
た
も
の
と
解
釈
し
て
い
る
。J. 

B
usquets M

ulet, El códice latinoarábigo del repartim
ento de 

M
allorca (text árabe), H

om
enaje a m

illás, Ⅰ, B
arcelona, 1954, pp. 

245-246. 
他
方
、
ル
サ
リ
ョ
・
ボ
ル
ド
イ
は
、
当
該
テ
ク
ス
ト
が
と
き

キ
リ
ス
ト
教
徒
社
会
と
対
比
さ
れ
、
征
服
に
よ
る
社
会
構
造
の
断
絶
説
を

い
っ
そ
う
強
化
し
て
い
る
。
代
表
的
な
も
の
と
し
てA

. Bazzana, P. 
Cressier, P. G

uichard, Les châteaux ruraux d’al-Andalus: H
istoire et 

archéologie des H
usūn du sud-est de l’Espagne, M

adrid, 1988; P. 
G

uichard, Les zones littores de la region oriental d’al-A
ndalus aux 

Ⅷ
-Ⅺ

siècles, C
astrum

, 7, R
om

e-M
adrid, 2001, pp. 273-290; Al-

Andalus frente a la conquista cristiana, Valencia, 2001. 

な
お
、
イ
ベ
リ

ア
半
島
に
お
け
る
征
服
に
よ
る
社
会
の
「
連
続
」「
断
絶
」
を
め
ぐ
る
議

論
に
つ
い
て
は
、
黒
田
祐
我
、「
ア
ン
ダ
ル
ス
社
会
か
ら
封
建
社
会
へ

－

農
村
社
会
構
造
研
究
と
レ
コ
ン
キ
ス
タ
の
新
解
釈

－

」『
史
学
雑
誌
』

一
一
八
〜
一
〇
、二
〇
〇
九
年
、
六
二
〜
八
六
頁
。
ま
た
、
足
立
孝
「
ラ

テ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
辺
境
と
征
服
・
入
植
運
動
」『
一
五
の
テ
ー
マ
で

学
ぶ
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
三
年
、
一
八
四

〜
二
〇
四
頁
。
と
く
に
コ
ラ
ム
が
そ
れ
に
あ
た
る
。

　
（
6
）　

マ
リ
ョ
ル
カ
で
は
、
一
二
三
五
年
以
降
マ
リ
ョ
ル
カ
教
会
に
、
大
貴

族
や
、
彼
ら
か
ら
直
接
土
地
を
分
与
さ
れ
た
貴
族
・
騎
士
の
財
産
の
十

分
の
一
が
寄
進
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
結
果
的
に
「
分
配
記
録
」
で

み
ら
れ
る
よ
う
な
分
配
の
体
系
は
、
マ
リ
ョ
ル
カ
司
教
と
司
教
座
聖
堂

参
事
会
の
も
と
で
新
た
な
領
主
支
配
の
枠
組
み
が
創
出
さ
れ
る
方
向
で

変
化
し
て
い
っ
た
と
さ
れ
る
。P. C

ateura B
ennasser, Las cuentas de 

la colonización feudal (M
allorca, 1231-1245), En la España 

m
edieval, 20, M

adrid, 1997, p. 66; P. Pérez Pastor, El R
epartim

et 
feudal de M

allorca, La porció del com
te d’Em

púries(1230-1235), 
B.S.A.L., 70, Palm

a, 2014, p. 68.

　
（
7
）　

征
服
後
、
王
権
や
大
貴
族
、
彼
ら
か
ら
直
接
土
地
を
分
与
さ
れ
た
貴

族
・
騎
士
は
同
島
に
定
着
す
る
こ
と
は
な
く
、
不
在
地
主
の
状
態
が
通

例
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
な
か
で
、
彼
ら
不
在
地
主
か
ら
自
有
地
ま
た

は
永
代
貸
借
地
と
し
て
土
地
を
賦
与
さ
れ
た
下
級
貴
族
や
騎
士
が
、
入
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で
あ
る
。al- M

alyun

の
市
壁
か
ら
、A

bdal- M
alik

の
モ
ス
ク
とal-

M
asam

ida

の
菜
園
ま
で
、ibn Sakir

の
家
屋
、Bani az- zurzari

の
家
屋
、

水
飲
み
場
ま
で
進
ん
で
、川
を
横
切
り
、川
に
沿
っ
てas- sarayib

ま
で
、

市
壁
に
沿
っ
てal- kuhl

の
市
門
ま
で
、
そ
し
てal- balad

の
市
門
へ
向

か
っ
てG

um
m

ara

のal- M
udaina

、R
as as- saw

da

ま
で
。
そ
し
て
こ

の
部
分
に
、
所
有
す
る
二
〇
の
家
屋
の
う
ち
の
八
つ
の
家
屋
が
残
さ
れ

て
お
り
、
さ
ら
に
浴
場
、
店
も
あ
り
、
す
べ
て
神
の
救
い
と
と
も
に
示

さ
れ
る
。」（A

R
M

, s/n, f. 34v

）

　
（
19
）　

最
終
的
に
は
、
三
名
の
聖
職
者
（
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
司
教
、
ジ
ロ
ー
ナ

司
教
、
テ
ン
プ
ル
騎
士
団
長
）
と
、
二
名
の
ア
ラ
ゴ
ン
貴
族
（
ヒ
メ
ノ
・

ダ
・
ウ
レ
ア
、
ペ
ラ
・
コ
ル
ネ
ル
）、
二
名
の
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
騎
士
（
ラ

モ
ン
・
ア
レ
マ
ニ
ー
、
ラ
モ
ン
・
バ
ラ
ン
ゲ
ー
・
ア
ジ
ェ
）
か
ら
な
る

委
員
会
で
決
定
さ
れ
た
。P. Pérez Pastor, M

allorca, 1230-1232., p. 11. 

　
（
20
）　

一
般
に
二
頭
立
て
の
牛
で
一
日
に
犂
耕
さ
れ
る
面
積
を
意
味
す
る
。

時
代
や
地
域
に
よ
っ
て
内
容
は
異
な
る
が
、
マ
リ
ョ
ル
カ
の
場
合
、
一

ジ
ョ
バ
ー
ダ
＝
一
一
・
三
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。

な
お
、
マ
リ
ョ
ル
カ
お
よ
び
バ
レ
ン
シ
ア
に
お
け
る
面
積
の
単
位
を

扱
っ
た
論
考
に
つ
い
て
は
、P. Pérez Pastor, D

e jovades i quarterades. 
A

m
idam

ents i equivalènvies a partir de la relectura del Llibre del 
Repartim

ent de la porció reial de M
allorca ( s. X

III), Estudis d’historia 
agraria, B

arcelona, 22, 2009, pp. 165-179; A
. M

. Fornes, R
. Soto 

C
om

pany, El R
epartim

ent de M
allorca: D

iversitat de fonts i d’ 
interpretaciones m

etrològiques, Repartim
ents, València, 2007, pp. 75-

113.

　
（
21
）　A

RM
, s/n, f. 1r: « Q

uod fuit ordinatum
 K

alendas julii. A
nno dom

ini 
M

. CC. X
X

X
II », f. 19r: « Est sciendum

 quod istud m
em

oliare factum
 

fuit in presentia dom
ini Jacobi R

egis A
ragonum

 et Petri infantis 
portugalen dom

ini Regni m
aioricarum

 sub eodem
 Rege. K

alendas iulij 

お
り
無
秩
序
な
方
向
で
記
述
さ
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
は

単
な
る
土
地
に
つ
い
て
の
覚
書
で
、
下
書
き
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
に

基
づ
い
て
い
る
と
主
張
し
て
い
る
。G

. R
osselló B

ordoy, El Llibre 
del Repartim

ent i la docum
entació feudal, D

ocum
ents cabdals del 

Regne de M
allorca, Palm

a, 2007, p. 18.

　
（
13
）　

か
つ
て
ホ
セ
・
マ
リ
ア
・
ク
ア
ド
ラ
ド
は
、
そ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
、
二

つ
の
カ
ッ
ブ
ラ
ウ
に
分
け
ら
れ
て
テ
ン
プ
ル
騎
士
団
の
居
館
に
保
管
さ

れ
た
と
し
、
ア
ラ
ビ
ア
語
テ
ク
ス
ト
は
ジ
ャ
ウ
マ
一
世
の
三
回
目
の
遠

征
に
付
き
添
っ
て
い
た
ユ
ダ
ヤ
人
ソ
ロ
モ
ン
に
よ
る
も
の
と
主
張
し
て

い
る
。D

. José M
aria Q

uadrado, H
istoria de la conquista de M

allorca, 
Palm

a, 1850, p. 433.

　
（
14
）　P. Pérez Pastor, M

allorca, 1230-1232. Reflexions a partir de la relectura 
del còdex llatinoaràbic del repartim

ent, B.S.A.L.,  66, Palm
a, 2010, pp. 

11-15.

　
（
15
）　

ジ
ャ
ウ
マ
一
世
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
お
こ
な
っ
た
征
服
事
業
と
そ
の

実
態
を
自
ら
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
語
で
著
し
て
い
る
。
邦
語
訳
で
は
、
尾
崎

明
夫
、
ビ
セ
ン
ト
・
バ
イ
ダ
ル
訳
・
解
説
『
征
服
王
ジ
ャ
ウ
メ
一
世
勲

功
録
―
レ
コ
ン
キ
ス
タ
軍
記
を
読
む
』
京
都
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
〇

年
（
原
著
一
九
九
一
年
）。
と
く
に
マ
リ
ョ
ル
カ
征
服
に
か
ん
し
て
は
、

第
三
章「
バ
レ
ア
ー
レ
ス
諸
島
の
征
服（
一
二
二
九
〜
一
二
三
五
年
）」。

　
（
16
）　
『
勲
功
録
』
八
八
〜
九
七
項
。

　
（
17
）　L. Perez M

artinez, Corpus D
ocum

ental Balear (I), Reinado de Jaum
e 

I, Fontes Rervm
 Balearivm,  I, Palm

a, 1977, doc. 54.

　
（
18
）　

た
と
え
ば
、
ア
ラ
ビ
ア
語
テ
ク
ス
ト
（
ｆ
）
市
壁
内
部
の
分
配
内
容

と
境
界
画
定
の
中
で
、
国
王
ジ
ャ
ウ
マ
一
世
に
帰
属
す
る
半
分
の
う
ち

の
、
さ
ら
に
四
分
の
一
の
部
分
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
内
容
は
以
下
の
と

お
り
で
あ
る
。「
一
つ
目
、
ま
た
は
最
初
の
半
分
は
、
四
つ
の
部
分
に

分
か
れ
て
お
り
…
ア
ラ
ゴ
ン
の
国
王
と
そ
の
参
与
者
に
帰
属
す
る
半
分
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X
LV

I. caballerias cum
 teneat LII caballerias quas rex dedit hospitali ».

　
（
30
）　
『
勲
功
録
』（
八
二
〜
八
六
頁
）
で
確
認
さ
れ
る
大
貴
族
ら
が
率
い
た

騎
兵
の
数
は
、
ヌ
ノ
・
サ
ン
ス
が
一
〇
〇
騎
、
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
司
教
が

一
〇
〇
騎
、
ア
ン
プ
リ
ア
ス
伯
が
六
〇
騎
、
ベ
ア
ル
ン
副
伯
ギ
リ
ェ
ム
・

ダ
・
モ
ン
カ
ー
ダ
が
四
〇
〇
騎
、
ジ
ロ
ー
ナ
大
司
教
が
三
〇
騎
、
タ
ラ

ゴ
ー
ナ
司
教
座
聖
堂
参
事
会
長
が
四
騎
（
加
え
て
ガ
レ
ー
船
）
と
な
っ

て
い
る
。

　
（
31
）　

実
際
、ア
ラ
ビ
ア
語
テ
ク
ス
ト
（
ａ
）
と
（
ｈ
）
で
は
、と
く
に
ヌ
ノ
・

サ
ン
ス
と
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
司
教
に
か
ん
す
る
分
配
内
容
が
そ
れ
ぞ
れ
具

体
的
に
記
さ
れ
て
お
り
、
や
は
り
彼
ら
の
分
配
内
容
は
比
較
的
早
期
に

決
定
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
（
32
）　

じ
つ
は
『
勲
功
録
』
で
は
、
聖
ヨ
ハ
ネ
騎
士
団
に
財
産
を
下
賜
す
る

こ
と
が
決
定
さ
れ
た
際
に
、
ア
ン
ポ
ス
タ
管
区
長
が
も
た
ら
し
た
騎
士

三
〇
騎
分
に
値
す
る
土
地
を
譲
渡
す
る
こ
と
を
、
他
の
場
合
と
同
じ
よ

う
に
書
冊
（libre

）
に
記
録
す
る
と
い
う
国
王
の
発
言
が
確
認
さ
れ
る
。

仮
に
こ
こ
で
の
「
書
冊
」
が
、ア
ラ
ビ
ア
語
で
記
さ
れ
た
と
さ
れ
る
『
国

王
の
書
』
を
指
し
て
い
る
と
す
る
と
、
国
王
が
個
別
に
分
配
を
行
う
際

に
、
そ
の
内
容
は
ア
ラ
ビ
ア
語
の
書
冊
に
記
録
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な

る
が
、
個
別
の
分
配
に
か
ん
し
て
は
、
お
そ
ら
く
五
人
を
代
表
と
す
る

グ
ル
ー
プ
の
成
員
お
よ
び
カ
バ
レ
リ
ア
の
数
値
が
決
定
さ
れ
て
か
ら
、

そ
れ
に
も
と
づ
い
て
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
あ
く
ま
で

も
『
勲
功
録
』
の
記
述
の
段
階
で
は
、
た
と
え
分
配
内
容
を
記
し
た
書

冊
が
存
在
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
中
身
は
、
カ
バ
レ
リ
ア
目
録
で
個
別

に
数
値
が
明
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
一
部
の
貴
族
へ
の
分
配
に
か
か
わ

る
も
の
に
限
定
さ
れ
た
に
ち
が
い
な
い
。

　
（
33
）　A

R
M

, nº18. 

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
版
と
し
てG

. R
osselló B

ordoy, El 
Llibre del Repartim

ent de M
allorca o Llibre del Rei, D

ocum
ents 

cabdals del Regne de M
allorca,  Salam

anca, 2007.

anno D
om

ini. M
. C

C
. X

X
X

 secundo. D
atum

 per m
anum

. Petri de 
Sancto M

ilione eiusdem
 dom

ini Regis scriptoris. ».

　
（
22
）　

マ
デ
ィ
ー
ナ
攻
略
後
、
分
配
内
容
が
記
さ
れ
た
最
も
早
期
の
証
書
は
、

一
二
三
〇
年
三
月
三
一
日
タ
ラ
ゴ
ー
ナ
司
教
座
聖
堂
参
事
会
長
フ
ァ

レ
ー
・
サ
ン
・
マ
ル
テ
ィ
に
発
給
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

シ
ウ
タ
ッ
ト
に
お
け
る
財
産
と
、
ペ
ト
ラ
や
シ
ネ
ウ
な
ど
他
の
農
村
領

域
に
お
け
る
複
数
の
ア
ル
ケ
リ
ア
が
分
配
さ
れ
て
い
る
。FRB, I, doc. 

17. 

　
（
23
）　FRB, I, doc. 84. 

　
（
24
）　

ポ
ル
ト
ガ
ル
王
太
子
ペ
ド
ロ
に
つ
い
て
は
、A

. Santam
aría, D

on Pedro, 
infant de Portugal, señor del reino de M

allorca

（1231-1256

）, 
Baleares, Antologia de tem

a; C
urso de perfeccionam

iento para 
inform

adores turísticos, I, Palm
a, 1974, pp. 9-22.

　
（
25
）　

ペ
レ
ス
・
パ
ス
ト
ー
ル
は
、
こ
う
し
た
目
録
は
、
こ
の
場
合
の
封
土

授
与
の
よ
う
な
特
別
な
出
来
事
を
前
提
と
し
て
は
じ
め
て
作
成
さ
れ
る

も
の
で
あ
っ
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
が
作
成
さ
れ
た
時
期
か
ら
は
多
か
れ
少

な
か
れ
時
間
的
に
隔
絶
し
て
い
る
と
主
張
し
て
い
る
。P. Pérez Pastor, 

M
allorca, 1230-1232., p. 14, pp. 22-24.

　
（
26
）　A

RM
, s/n, f. 19v: «pro singulis .CX

X
X

. caballarias debetur m
iles 

unus. ».

　
（
27
）　P. Pérez Pastor, M

allorca, 1230-1232., pp. 15-16.

　
（
28
）　La Rem

enbrança, f. 16v-f. 20r. 『
ラ
メ
ン
ブ
ラ
ン
サ
』
は
、
一
二
四
一

年
に
ヌ
ノ
・
サ
ン
ス
が
亡
く
な
り
、
国
王
が
彼
の
所
領
を
接
収
す
る
際

に
作
成
さ
れ
た
財
産
目
録
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
征
服
か
ら
の
時
間
的

な
経
過
の
せ
い
か
、
あ
る
い
は
そ
も
そ
も
来
歴
の
異
な
る
よ
り
詳
細
な

記
録
が
用
い
ら
れ
た
か
、
こ
こ
で
は
、
分
配
内
容
と
カ
バ
レ
リ
ア
目
録

の
数
値
が
か
な
り
整
理
さ
れ
た
か
た
ち
で
記
さ
れ
て
い
る
。

　
（
29
）　A

RM
, s/n, f. 20r: « Sum

m
a de toto universaliter X

III [m
ille] CCCC 
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est ij jug ». 

面
積
の
単
位
が
、
意
味
こ
そ
同
じ
な
が
ら
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ

語
の
ジ
ョ
バ
ー
ダ
で
は
な
く
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
語
の
ユ
ガ
ー
ダ

（yugada

）
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
異
な
る
コ
ピ
ス
ト
に
よ
っ

て
、
ラ
テ
ン
語
＝
ア
ラ
ビ
ア
語
版
編
纂
後
に
書
き
加
え
ら
れ
た
可
能
性

が
あ
る
。

　
（
39
）　A

RM
, nº18, f. 26ra

： « En lo term
e de Polenza .i. alqueria. trobam

 
Palum

barm
. e es .ii. jo. », f. 26ra-f. 26rb: « Explegat es lo libre del 

R
ey lo qual es dit capbreu lo qual el lexa a la C

asa del tem
ple a 

M
alorcha. escrit en ebraic. et aquest es lo translat del. E tracta de les 

diuisions de la ciutat e de la yla de M
alorcha. Entre lo Rey e els seus 

e els m
agnats e els seus. ». 

後
者
の
文
言
に
あ
る“ebraic”

は
ヘ
ブ
ラ

イ
語
と
訳
さ
れ
る
が
、
研
究
史
上
こ
れ
は
、
本
来
な
ら
ば
ア
ラ
ビ
ア
語

と
す
べ
き
と
こ
ろ
を
誤
っ
て
綴
っ
た
箇
所
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。G

. 
Rosselló Bordoy, El islam

 en las islas Baleares, p. 29.

　
（
40
）　A

RM
, nº18, f. 37rb: « Coneguda cosa es aquestes honors de cases 

adeheretats e de forns. e de obradors del Senyor Infant edels seus 
especialm

ent assignats en la yla de M
alorcha. ». 

表
題
に
は
、
家
屋
や

か
ま
ど
、
工
房
の
文
言
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
実
際
の
リ
ス
ト
は
土
地

の
名
前
し
か
扱
っ
て
い
な
い
。

　
（
41
）　A

RM
, nº18, f. 7vb, Rahal aliarraz, A

lqueria atacari; f. 15rb, Rahal 
abinxuneif; f. 17rb, A

lqueria benrohym
; f. 17va, A

lqueria de 
benucilen; f. 18rb, A

lqueria benuzacharia, Rahal abennoch.
　
（
42
）　A

RM
, nº18, f. 37va, A

lqueria algeii zoleym
an, A

lqueria huyer alfaz, 
Rahal alhaim

ar; f. 38ra, Rahal alicanaz; f. 38va, A
lqueria daloaharam

; f. 
38vb, A

lqueria abenderam
, A

lqueria Benicalani.

　
（
43
）　A

RM
, nº18, f. 37rb, Rahal abenexx, Rahal alholedoin, Rahal benim

uza 
ali jafie jucef; f. 37va, A

lqueria sancti ani, A
lqueria sant m

artin 
labenraym

a; f. 37vb, Rahal alcudia, A
lqueria villaroya, Rahal abentanata, 

　
（
34
）　A

RM
, nº18, f. 90rb-f. 90va: « Senyal 

del Infant en Jacm
e del m

olt 
noble Rey D

arago fly hereter de M
alorcha e de M

ontpeller de Rosselo 
e de Cerdanya e de Conflent per auctoritat del e per m

anam
ent aquest 

translat del original es pres de paraula en paraula punt a punt ben e 
lealm

ent aquela m
etexa forza la qual loriginal per tots tem

ps a auda. 
Posat per m

ano den Pere de Caldes escriua del senyor Infant en Jacm
e 

per m
anam

ent del dit senyor Infant X
IIII. kalendas m

adii anno de 
N

ostre Senyor M
il. CC. LX

. V
IIII. A

sso es translat fielm
ent fet de .ii. 

capbreus escrits en paper com
uns e com

anats per lo senyor Rey D
arago 

en la C
asa del Tem

ple de M
alorcha. », f. 90va-f. 90vb: « Lo qual 

translat fo fet per m
anam

ent del senyor Rey e de atorgam
ent e volentat 

e de auctoritat del senyor Infant en Jacm
e m

olt noble fyl del. Szo es 
assaber. en les .X

V
 kalendes dabril. enlayn de nostre Senyor .M

.CC.
LX

.V
II. ».

　
（
35
）　

こ
こ
で
の
セ
ク
シ
ョ
ン
区
分
は
基
本
的
にR. Soto Com

pany, Còdex 
Català del Llibre del Repartim

ent de M
allorca, Palm

a, 1984, pp. 32-
39 

を
参
考
と
し
て
い
る
。

　
（
36
）　A

R
M

, nº18, f. 90va, 

前
註
34
参
照
。

　
（
37
）　

と
り
わ
け
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
語
版
（
ａ
）
に
お
い
て
欠
落
し
て
い
る
箇

所
は
計
八
例
確
認
さ
れ
る
。（A

R
M

, s/n, f. 4r, R
ahal alm

aiori; f. 5v, 
A

lqueria alborge; f. 6v, R
ahal beniasen; f. 9v, R

ahal abin juzuf; f. 
13r, A

lqueria dalpolenzi; f. 15v, A
lq m

in benihim
ara, A

lq R
ohajalets 

liahie abenjussuf aben abdella; f. 16r, R
ahal alcoraia

）
た
だ
、
こ
う

し
た
見
落
と
し
が
、
ラ
テ
ン
語
＝
ア
ラ
ビ
ア
語
版
を
も
と
に
当
該
セ
ク

シ
ョ
ン
が
作
成
さ
れ
た
際
の
も
の
か
、
さ
ら
に
の
ち
の
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ

語
版
編
纂
時
に
二
つ
の
カ
ッ
ブ
ラ
ウ
を
書
き
写
し
た
際
の
も
の
か
は
こ

こ
で
は
判
別
し
が
た
い
。

　
（
38
）　A

RM
, s/n, f. 28v: « Jn term

ino polentia j alq, inuenim
us Palum

bar 
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と
は
む
ず
か
し
い
。

　
（
47
）　

そ
れ
ぞ
れ
の
水
路
に
つ
い
て
の
文
言
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。A

RM
, 

nº18, f. 26va: « …
e prim

eram
ent sobre laygua de canet. C

om
tarem

 
prim

eram
ent los m

olins qui son sobre laygua de canet so es asaber 
enves orient daquilo. », f. 28rb-f. 28va: « Q

uax en occident em
pero lo 

davant dits m
olins de follichy. quax a m

ig m
iler esta la font qui es dit 

abem
ir. », f. 29rb-f. 29va: « qui es entre laygua de canet e la uia de 

solliar a la C
iutat devala lo torrent fortm

ent creixent en tem
ps de 

plujes, en arabic aloreet del aygua dolchy. ». 

そ
れ
ぞ
れ
カ
ネ
ッ
ト
の

水
路
に
三
二
、
ア
ベ
ミ
ル
の
水
路
に
一
一
、
ア
ロ
レ
ッ
ト
・
ダ
ル
・
ア

グ
ア
・
ド
ル
チ
の
水
路
に
一
九
の
粉
挽
水
車
の
名
前
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。

　
（
48
）　

ア
ラ
ビ
ア
語
テ
ク
ス
ト
が
『
国
王
の
書
』
を
あ
ら
た
め
て
整
理
し
た

う
え
で
筆
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
ふ
ま
え
る
な
ら
ば
、
こ
こ
で
確

認
さ
れ
る
粉
挽
水
車
の
内
容
は
す
で
に
『
国
王
の
書
』
に
あ
っ
た
も
の

で
、
そ
れ
を
筆
写
し
た
可
能
性
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
だ
が
、
ア
ラ

ビ
ア
語
テ
ク
ス
ト
（
ｅ
）
の
粉
挽
水
車
の
配
列
が
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
語
版

（
ｃ
）
と
ま
る
で
異
な
る
の
で
、『
国
王
の
書
』
に
そ
う
し
た
内
容
が
含

ま
れ
て
い
た
と
は
考
え
が
た
い
。

　
（
49
）　A

RM
, nº18, f. 39ra- f. 39rb: « A

quests son los m
olins de la partida 

del Rey en la yla de M
alorcha prim

eram
ent en lo term

e de la Ciutat 
prim

eram
ent en la cequia de canet que passa per la Ciutat. », f. 39va: 

« A
quests m

olins son del Rey en la cequia de ayn alem
ir. », f. 39vb: 

« A
quests m

olins son en lo Riu qui es dit en arabic alurret. ». 

そ
れ
ぞ

れ
、
カ
ネ
ッ
ト
の
水
路
に
一
三
基
、
ア
ユ
ン
・
ア
ラ
ミ
ル
の
水
路
に
五
基
、

ア
ル
・
レ
ッ
ト
の
水
路
に
八
基
の
粉
挽
水
車
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
（
50
）　

実
際
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
語
版
（
ｃ
）
で
は
、
ア
ラ
ビ
ア
語
で
粉
挽
水

車
を
意
味
す
るR

eha…

と
表
記
さ
れ
る
箇
所
が
散
見
さ
れ
る
が
、
カ

タ
ル
ー
ニ
ャ
語
版（
ｇ
）で
は
、す
べ
てm

olin…

と
表
示
さ
れ
て
い
る
。

Rahal alozattia, Rahal benihabcel; f. 38ra, Rahal nabil, Rahal alhabez; f. 
38rb, R

ahal benim
aceh, B

enurracan, A
lqueria benim

aron, A
lqueria 

feruchy; f. 38va, A
lqeuria ayn alhagem

, A
lqueria benim

oafaq, A
lqueria 

benyaxir, A
lqueria Im

ar; f. 38vb, R
ahal albeleden, R

ahal attaliq, 
A

lqueria benibunel, Rahal alacel, A
lqueria alfacairar, Rahal alquedra, 

R
ahal taurixam

, A
lqueria m

utnabar; f. 39ra, A
lqueria entrecam

pos, 
A

lqueria alpinnilbaza, A
lqueria xulabra, R

ahal alm
aagzam

, R
ar 

caxconar.

　
（
44
）　A

RM
, nº18, f. 49rb, Rahal alcubeyba; f. 53rb, Rahal pum

ar; f. 53vb, 
A

lqueria m
ahom

et aben jaffia, R
ahal atin, R

ahal alhualit; f. 54ra, 
M

anchor; f. 58ra, A
lqueria benideni; f. 58vb, Rahal abuheinet; f. 61rb, 

A
lqueria m

onti, A
lqueira apujinilet. 

　
（
45
）　

そ
の
ほ
か
に
も
、
ラ
テ
ン
語
テ
ク
ス
ト
（
ａ
）
と
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
語

版
（
ａ
）
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
面
積
表
示
の
な
い
、
イ
ン
カ
の
領
域

に
含
ま
れ
る
三
つ
の
ラ
ハ
ル
（A

RM
, s/n, f. 3r; A

RM
, nº18, f. 3vb; f. 

53ra, Rahal A
bolazat, Rahal A

benbocepra, Rahal A
benessa

）
が
、
カ

タ
ル
ー
ニ
ャ
語
版
（
ｎ
）
で
は
そ
れ
ぞ
れ
四
ジ
ョ
バ
ー
ダ
、五
ジ
ョ
バ
ー

ダ
、
二
ジ
ョ
バ
ー
ダ
と
い
う
よ
う
に
面
積
が
明
記
さ
れ
て
い
る
な
ど
、

や
は
り
情
報
の
補
完
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
（
46
）　

実
際
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
語
版
（
ｆ
）
に
お
い
て
は
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ

語
版
（
ａ
）
で
は
欠
落
し
て
い
る
ポ
レ
ン
サ
の
領
域
に
お
け
る
一
つ
の

ラ
ハ
ル
（A

R
M

, nº18, f. 37vb, R
ahal B

enihabcel

）
が
た
し
か
に
含

ま
れ
て
い
た
り
、
同
じ
く
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
語
版
（
ｎ
）
で
は
、
ラ
テ
ン

語
テ
ク
ス
ト
（
ａ
）
に
は
あ
る
が
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
語
版
（
ａ
）
に
は

な
い
ア
ル
ケ
リ
ア
お
よ
び
ラ
ハ
ル
の
八
例
（
前
註
37
参
照
）
が
含
ま
れ

て
い
る
な
ど
、
い
ず
れ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
も
ラ
テ
ン
語
テ
ク
ス
ト
（
ａ
）

を
参
照
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
だ
が
、
前
註
37
で
示
し
た
理
由
か

ら
、
こ
こ
で
ど
の
テ
ク
ス
ト
を
参
照
し
た
か
を
具
体
的
に
確
定
す
る
こ
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regar se pusquen en gir la Ciutat aquela ques contengeren en la part 
del Rey assignaren sotz escrits prohom

ens. als faedors certs pobladors 
qui uolguessen e iurassen fer habitacio continua en la yla de M

alorcha 
en la porcio daquel Rey. e la pus prop festa de N

adal de nostre Senyor 
entro a .i. ayn entegre no uenessen ne em

peyorassen a captadadors ad 
aquels cam

ps. orts. et asso fos fet no contrastan donacio ne altra 
alienacio del Rey. ne assignacio per caualeries alcunes de uiles. Fet es 
asso .V

I. Idus de uuytubre en layn de nostre Senyor .M
.CC.X

X
X

. ».

　
（
57
）　A

RM
, nº18, f. 32rb: « enayxi m

ostraren al senyor Infant los cam
pos 

donats fosse ». 

　
（
58
）　A

RM
, nº18, f. 45va-f. 45vb: « En P. de M

ont Ruxo. et en P. Jouan 
escriva batle de Sixneu. et en Jacm

e de Zafareg batle de M
alorchar. e 

m
aestre N

icholau per m
anam

ent del Senyor Infant exiren a m
esurar 

les quarterades que foren assignades e assignadores ad orts faedors als 
pobladors iurats fer habitacio en la yla de M

alorcha. en la porcio del 
Rey. ».

　
（
59
）　

前
者
に
つ
い
て
は
、A

R
M

, nº18, f. 32rb: « En ayxi hi foren. en 
Jacm

e de Zaffareg. e m
aestre N

icholau. prim
eram

ent a m
ig dia en 

orient de la C
iutat exim

 de la porta albelet per la uia que ua a 
M

ontueri entro al torrent qui deuala quax ab orient enues occident 
entro prop de les torres que estan singulars prop la m

ar. e es dit 
torres lauaneres. ». 

後
者
に
つ
い
て
は
、
前
註
58
参
照
。

　
（
60
）　P. Pérez Pastor, D

e jovades i quarterades., p. 169. 

ジ
ャ
ウ
マ
・
ダ
・

サ
フ
ァ
レ
チ
は
当
初
、「
王
太
子
ペ
ド
ロ
の
マ
リ
ョ
ル
カ
の
バ
ッ
リ
ャ
」

（baiulus in M
aiorica pro dom

ino Petro

）
の
肩
書
き
を
有
し
て
い
た

が
、
一
二
三
九
年
か
ら
は
「
シ
ウ
タ
ッ
ト
の
バ
ッ
リ
ャ
」（baiulo 

nostro civitatis M
aioricarum

）
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
パ
ブ
ロ
・
カ

テ
ウ
ラ
・
ベ
ナ
セ
ー
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
称
号
の
変
更
は
、
都
市
領

こ
こ
か
ら
も
、（
ｃ
）
の
方
が
お
そ
ら
く
征
服
後
に
比
較
的
近
い
内
容
、

も
し
く
は
そ
の
内
容
を
参
照
し
て
書
き
写
し
た
箇
所
で
あ
る
も
の
と
想

定
さ
れ
る
。

　
（
51
）　A

R
M

, nº18, f. 83vb: « …
e son aquests los m

olins en la cequia de 
aynhalam

ir. e en la cequia de canet. e en lo R
iu dagadilg…

».

　
（
52
）　

た
と
え
ば
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
語
版
（
ｐ
）
の
七
一
葉
裏
か
ら
七
三
葉

裏
ま
で
の
部
分
に
お
い
て
、
境
界
画
定
の
記
述
で
扱
わ
れ
て
い
る
地
目

と
地
名
、
さ
ら
に
家
屋
、
か
ま
ど
、
菜
園
、
工
房
の
数
は
、
ア
ラ
ビ
ア

語
テ
ク
ス
ト
（
ｆ
）
で
扱
わ
れ
て
い
る
も
の
と
す
べ
て
一
致
す
る
。
カ

タ
ル
ー
ニ
ャ
語
版
（
ｑ
）
に
お
い
て
も
、
と
り
わ
け
四
人
の
貴
族
に
分

与
さ
れ
る
財
産
の
記
述
は
、
各
ジ
ュ
ー
ズ
の
呼
称
と
そ
の
配
列
が
ア
ラ

ビ
ア
語
テ
ク
ス
ト
（
ｈ
）
に
す
べ
て
一
致
し
て
い
る
。

　
（
53
）　A

RM
, nº18, f. 83ra-f. 83rb: « E aquest terzo derrer fo en .ii. parts 

partit. e daquestes dues parts per tangeren als frases del Tem
ple e als 

lurs parzoners .i. part. zo es assaber la m
aytat de polenza e la m

aytat 
de la m

ontanya. El quarto de m
ontueri. E la m

aytat de la sisena part 
del albufera. ».

　
（
54
）　A

RM
, nº18, f. 85vb-f. 86ra: « E daquests m

olins cam
bia lo senyor 

R
ey aquel m

oli dabn alquitim
. al senyor en N

uno per lo m
oli 

dabnabila. », f. 87ra: « E aquest m
oli

（M
oli que es dit dabennalbila

を
指
す
） fo cam

biat ab lo senyor Rey per lo m
oli dabnelquib. ».

　
（
55
）　

ク
ア
ル
テ
ラ
ー
ダ
（quarterada

）
は
本
来
、
ジ
ョ
バ
ー
ダ
（jovada
）

の
下
位
の
面
積
単
位
で
あ
り
、
一
ジ
ョ
バ
ー
ダ
＝
一
六
ク
ア
ル
テ
ラ
ー

ダ
ス
に
相
当
す
る
。P. Pérez Pastor, D

e jovades i quarterades., pp. 
173-176.

　
（
56
）　A

RM
, nº18, f. 31rb-f. 31vb: « Lo senyor en Jacm

e Rey D
arago de 

consel edacorginent e de expressa licencia dels pobladors de la Ciutat 
e de la yla de M

alorca. m
ana que tots los cam

ps sots lo rec zo es qui 
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も
の
で
あ
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
て
い
る
。P. Pérez Pastor, M

allorca, 
1230-1232., p. 18.

　
（
65
）　

具
体
的
に
は
、
ム
ル
ベ
ド
ラ
、
ス
ゴ
ル
ブ
、
ア
ル
マ
ナ
ー
ラ
、
カ
ス

タ
リ
ョ
・
ダ
・
ブ
リ
ア
ー
ナ
（
現
ブ
リ
ア
ー
ナ
）、
ム
レ
ー
リ
ャ
の
城

塞
お
よ
び
村
落
で
あ
り
、ポ
ル
ト
ガ
ル
王
太
子
ペ
ド
ロ
は
、バ
ル
セ
ロ
ー

ナ
慣
習
法
に
そ
く
し
て
、
こ
れ
ら
を
王
権
か
ら
封
と
し
て
受
け
取
っ
て

い
る
。A

. Santam
aría A

rández, op. cit., p. 18; P. C
ateura B

ennasser, 
Las cuentas de colonización feudal, p. 69.

　
（
66
）　

た
と
え
ば
、
王
権
は
一
二
四
一
年
に
ヌ
ノ
・
サ
ン
ス
が
亡
く
な
る
と
、

彼
が
マ
リ
ョ
ル
カ
と
ア
イ
ビ
ッ
サ
に
所
有
し
た
財
産
を
購
入
し
、
翌
年

九
月
に
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
太
子
ペ
ド
ロ
の
同
意
な
し
に
、
マ
リ
ョ
ル
カ

と
ア
イ
ビ
ッ
サ
に
お
け
る
ヌ
ノ
の
所
領
の
入
植
者
に
対
し
て
そ
の
所
有

権
を
保
証
し
て
い
る
。P. Cateura Bennasser, Las cuentas de colonización 

feudal, p. 67.

　
（
67
）　P. C

ateura B
ennasser, Las cuentas de colonización feudal, p. 68.

　
（
68
）　

一
二
四
八
年
に
は
、
バ
レ
ア
ル
ス
諸
島
と
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
が
王
太
子

ジ
ャ
ウ
マ
に
、
ピ
レ
ネ
ー
の
諸
伯
領
が
弟
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
に
そ
れ
ぞ
れ

継
承
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
る
が
、
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
が
一
二
五
一
年

に
亡
く
な
る
と
、
バ
レ
ア
ル
ス
諸
島
と
モ
ン
ペ
リ
エ
が
王
太
子
ジ
ャ
ウ

マ
に
、
ピ
レ
ネ
ー
の
諸
伯
領
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
太
子
ペ
ド
ロ
に
そ
れ
ぞ

れ
賦
与
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。P. Cateura Bennasser, Sobre “el 

infant en Jacm
e” y M

allorca (1256-1276), M
ayūrqa: revista del 

D
epartam

ent de C
iències H

istòriques i Teoria de les Arts, Palm
a, 

1980-1984, pp. 125-126. 

な
お
、
バ
レ
ン
シ
ア
王
国
の
ム
デ
ハ
ル
（
キ

リ
ス
ト
教
徒
統
治
下
の
ム
ス
リ
ム
）
に
対
す
る
対
応
を
め
ぐ
っ
て
国
王

と
衝
突
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
太
子
ペ
ド
ロ
は
一
二
五
四
年
、
ふ
た
た
び

国
王
と
、
同
王
国
の
城
塞
お
よ
び
村
落
と
マ
リ
ョ
ル
カ
に
お
け
る
所
領

を
交
換
し
、マ
リ
ョ
ル
カ
の
実
質
的
な
統
治
者
に
復
帰
す
る
こ
と
と
な
っ

域
以
外
の
農
村
部
の
領
域
を
、そ
れ
ぞ
れ
個
別
の
バ
イ
リ
ア
（
バ
ッ
リ
ャ

管
轄
区
）
と
し
て
編
成
し
よ
う
と
し
た
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
太
子
ペ
ド
ロ

の
試
み
と
関
連
し
て
い
る
と
い
う
。
実
際
、
一
二
四
一
年
に
は
ポ
レ
ン

サ
の
バ
ッ
リ
ャ
と
し
て
Ｐ
・
ド
メ
ネ
ク
、
翌
年
に
は
イ
ン
カ
の
バ
ッ
リ
ャ

と
し
て
Ｐ
・
フ
ァ
ラ
ン
デ
ィ
ス
が
任
命
さ
れ
て
い
る
。P. C

ateura 
B

ennasser, Las cuentas de la colonización feudal, p. 74.

　
（
61
）　

ペ
レ
ス
・
パ
ス
ト
ー
ル
は
、
一
二
三
二
年
七
月
よ
り
も
後
に
測
量
士

ら
に
よ
る
適
切
な
説
明
が
行
わ
れ
た
会
合
に
、
ジ
ャ
ウ
マ
・
ダ
・
サ
フ
ァ

レ
チ
と
「
学
者
」（m

aestre
）
の
肩
書
き
を
も
つ
ニ
コ
ラ
ウ
が
ポ
ル
ト

ガ
ル
王
太
子
ペ
ド
ロ
の
助
言
者
と
し
て
出
席
し
、こ
れ
に
基
づ
き
、（
ｍ
）

の
内
容
に
相
当
す
る
よ
う
な
、
新
た
な
耕
地
の
測
定
が
行
わ
れ
た
と
想

定
し
て
い
る
。P. Pérez Pastor, D

e jovades i quarterades., pp. 169-
170.

　
（
62
）　

ソ
ト
・
コ
ン
パ
ニ
も
同
様
に
、
時
間
的
な
差
を
ふ
ま
え
て
二
つ
の
カ
ッ

ブ
ラ
ウ
を
分
か
つ
線
を（
ｌ
）と（
ｍ
）に
置
い
て
い
る
。R. Soto Com

pany, 
Còdex Català, p. 37.

　
（
63
）　

た
と
え
ば
、
カ
ッ
ブ
ラ
ウ
α（
ｋ
）で
は
、A

bolaebez
の
家
屋
が
、
ラ
モ

ン
・
バ
ラ
ン
ゲ
ー
・
ダ
・
ア
ゲ
ル
と
ラ
モ
ン
・
ダ
・
ク
ル
ザ
ー
ラ
の
所
有

す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
カ
ッ
ブ
ラ
ウ
β（
ｏ
）で
は
、

ラ
モ
ン
・
バ
ラ
ン
ゲ
ー
がA

bolaebez

と
同
一
人
物
と
お
ぼ
し
い

A
bolaabeg

の
家
屋
を
、
ラ
モ
ン
がA

m
en M

utua

の
家
屋
を
そ
れ
ぞ
れ
所

有
し
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
（
64
）　A

. Santam
aría A

rández, op. cit., p. 15. 

そ
の
ほ
か
に
も
、
一
二
三
二

年
ご
ろ
、
タ
ラ
ゴ
ー
ナ
司
教
座
聖
堂
参
事
会
長
が
、
分
配
さ
れ
た
自
身

の
財
産
を
守
る
た
め
に
、
ジ
ャ
ウ
マ
一
世
に
対
し
て
訴
訟
を
始
め
た
こ

と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
最
終
的
に
は
一
二
三
六
年
に
、
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ

司
教
と
聖
具
保
管
係
が
仲
裁
者
と
し
て
、
シ
ウ
タ
ッ
ト
の
財
産
と
、
そ

の
後
背
地
に
お
け
る
菜
園
と
粉
挽
水
車
は
、
司
教
座
聖
堂
参
事
会
長
の
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た
。
だ
が
、
す
ぐ
後
の
一
二
五
六
年
に
ペ
ド
ロ
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
で
、

マ
リ
ョ
ル
カ
は
王
権
の
統
治
下
に
戻
っ
て
い
る
。A

. Santam
aría 

A
rández, op. cit., pp. 19-20; A

. O
rtega V

illoslada, El reino de 
M

allorca y el m
undo Atlántico (1230-1349), O

leiros, 2008, pp. 35-36.

　
（
69
）　P. Cateura Bennasser, Sobre “el infant en Jacm

e” y M
allorca (1256-

1276), p. 126.

　
（
70
）　A

. O
rtega V

illoslada, op. cit., p. 37.

　
（
71
）　Ibid., pp. 40-41; P. Cateura Bennasser, Sobre “el infant en Jacm

e” 
y M

allorca (1256-1276), p. 126.

　
（
72
）　

カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
の
質
的
変
化
を
め
ぐ
る
議
論
に
見
直
し
を
迫
る
論

考
と
し
て
、
足
立
孝
「
テ
ン
プ
ル
／
聖
ヨ
ハ
ネ
騎
士
団
カ
ル
チ
ュ
レ
ー

ル
と
文
書
管
理
」『
近
代
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
世
界
と
文
書
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』

悠
書
館
、
二
〇
一
九
年
、
二
〇
三
〜
二
二
八
頁
。

　
（
73
）　
『
バ
レ
ン
シ
ア
王
国
の
分
配
記
録
』
に
つ
い
て
は
、
尾
崎
明
夫
「『
バ

レ
ン
シ
ア
王
国
の
分
配
記
録
』
に
つ
い
て
の
若
干
の
考
察
」『
立
命
館

経
営
学
』
三
一
号
、
一
九
九
三
年
、
三
一
一
〜
三
二
八
頁
。

　
（
74
）　M

. Sanchez M
artinez, Presentación, D

e al-Andalus a la sociedad 
feudal, p. V

I.

（
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
前
期
）


